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４月１日現在

人 の う ご き

　４月７日、市内の小・中学校で入学式が行われ、
12小学校で372人、５中学校で337人の新入生が入
学しました。魚見小学校では、翌日から地域の人た
ちに見守られる中、真新しい制服に身を包んだ新１
年生が元気よく登校。「おはようございます」と明る
い声が地域に響いています。

地 域の宝、笑顔で登校
市内各学校に新入生が入学

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　42,751 人　 （－ 277）
　男　　19,531 人　 （－ 119）
　女　　23,220 人　 （－ 158）
世帯数　19,070 戸　 （－  51）

　 水道工事当番店

指宿地域
５月１日～２日 ㈲山王水道工事店☎㉔3557
　　３日  ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉓2190）
　　４日  ㈱丸善産業　 ☎㉕5200
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉕2222）
　　５日  ㈱後迫組　　 ☎㉕3111
　　６日  ㈱西園組　　 ☎㉕2517
　　７日～11日 ㈲和田水道　 ☎㉒4522
　　12日～18日 ㈱西園組　　 ☎㉕2517
　　19日～25日 ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　 （夜・休☎090-2511-4331）
　　26日～６月1日 ㈱後迫組　　 ☎㉕3111

山川地域
５月  ㈲東水道工務店☎352447
６月  ㈱福ヶ迫建設 ☎341822

開聞地域 
５月  ㈱丸新建設　 ☎322227
６月  ㈲中村組　　 ☎322228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まりなどは、なじみの工事店にお願いしてく
ださい。また、宅地内の漏水についてもできる
だけ設置業者へ修理依頼をお願いします。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色　 外科・内科：赤色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日
５月３日
（土）

【外科】生駒外科医院
【内科】福岡医院（※）

☎㉒3059
☎322022

５月４日
（日） 【外科・内科】指宿医療センター ☎㉒2231

５月５日
（月）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉗1177
☎㉒3295

５月６日
（火）

【外科】今林整形外科病院
【内科】橋口医院

☎㉒2710
☎350022

５月11日
（日）

【外科】木之下クリニック
【内科】指宿さがら病院

☎㉓3940
☎㉒3079

５月18日
（日）

【外科】長野整形外科クリニック
【内科】大重内科

☎㉓3291
☎341003

５月25日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】宮薗病院（※）

☎㉒3059
☎322001

６月１日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】南記念クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉓3730

項目 薬局名 電話番号月日
５月３日（土） チェリー調剤薬局 ☎㉔3705
５月４日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

５月５日（月） なのはな薬局わたせ薬局
☎㉔1111
☎㉒4739

５月６日（火） しのはら薬局 ☎352757
５月11日（日） イブスキ薬局 ☎㉔4516
５月18日（日） まどか薬局 ☎352120

５月25日（日） チェリー調剤薬局かいもん・トミタ薬局
☎㉔3705
☎325234

６月１日（日） 指宿薬剤師会薬局ゆのさと薬局
☎㉒6343
☎㉒6771

税の種類 期　　別
固 定 資 産 税 ・
都 市 計 画 税 全期・１期

口 座 振 替 日 ５月26日（月）

納付書での納期限 ６月２日（月）

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室管理係
　☎㉒2111（内線232）

項目 歯科医療機関名 電話番号月日
５月３日（土） いぶすき歯科医院 ☎㉕5050
５月４日（日） まつもと一広歯科医院 ☎㉕4618
５月５日（月） 永尾歯科医院 ☎㉔5523
５月６日（火） 開聞歯科医院 ☎324721

※かかりつけ歯科医が不在のときは、当番歯科医を利用してください。
※通常の日曜・祝日は、かかりつけ歯科医もしくは県歯科医師会館
　口腔保健センター（☎099-223-0378）を利用してください。

長期休日当番歯科医（診療時間９時～12時）
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美
し
か
っ
た
指
宿
の
海
岸
線
に
砂
浜
を

取
り
戻
し
た
い
と
い
う
市
民
の
要
望
の
高

ま
り
か
ら
、
平
成
21
年
度
に
指
宿
港
海
岸

保
全
推
進
協
議
会
（
山
下
建
二
会
長
）
が

発
足
。
以
降
、
市
と
協
働
で
関
係
省
庁
へ

の
陳
情
を
は
じ
め
、
市
民
参
加
型
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
海
辺
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
開
催
し
、「
地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め

の
指
宿
港
海
岸
整
備
」
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
昨
年
10
月
、
市
や
同
協
議
会
は
鹿

児
島
県
と
共
に
国
土
交
通
省
を
訪
ね
、
指

宿
港
海
岸
の
保
全
施
設
整
備
を
国
直
轄
事

業
と
し
て
着
手
し
て
も
ら
う
よ
う
太
田
昭

宏
大
臣
に
陳
情
し
、
指
宿
の
観
光
資
源
、

市
民
の
安
全
確
保
の
両
面
か
ら
整
備
の
必

要
性
を
働
き
掛
け
ま
し
た
。　

そ
う
し
た

経
過
を
踏
ま

え
て
、
国
は

平
成
26
年
度

か
ら
直
轄
事

業
と
し
て
、

総
事
業
費
１

２
０
億
円
に

の
ぼ
る
海
岸

保
全
施
設
整

備
の
事
業
実

施
を
決
定
し

ま
し
た
。

づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
住
民
参
加
型

の
手
法
に
よ
り
、
計
画
の
策
定
か
ら
防
災

機
能
や
海
岸
環
境
、
景
観
形
成
に
つ
い
て

も
、
地
域
住
民
と
情
報
共
有
・
合
意
形
成

を
図
り
つ
つ
協
働
で
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

美
し
く
、
安
全
で
、
い
き
い
き
と
し
た

海
岸
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
は
、
目
的

が
災
害
防
止
だ
け
で
な
く
、
利
用
面
や
環

境
面
に
も
配
慮
し
な
が
ら
幅
広
い
利
用
計

画
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

指
宿
港
海
岸
保
全
推
進
協
議
会
や
市
で

は
、
今
後
も
地
域
の
代
表
者
や
専
門
家
を

交
え
た
検
討
委
員
会
や
座
談
会
な
ど
を
実

施
す
る
ほ
か
、
住
民
か
ら
の
意
見
を
聞
く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
た
、
指
宿
港
海
岸

の
未
来
像
を
描
い
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
港
海
岸
保
全
推
進
協
議
会
（
指
宿

市
観
光
協
会
内
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
土
木
課
土
木
維
持
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

　

指
宿
市
は
雄
大
な
東
シ
ナ
海
と
波
静
か

な
錦
江
湾
に
面
し
、
南
北
約
22
㎞
の
海
岸

線
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
市
は
海
岸
線

に
、
四
季
の
美
し
い
移
り
変
わ
り
を
み
せ

る
開
聞
岳
や
環
境
省
の
か
お
り
風
景
１
０

０
選
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
知
林
ヶ
島
、

湯
け
む
り
が
た
な
び
く
天
然
の
砂
む
し
温

泉
な
ど
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
指
宿
の
海
岸
線
で
す
が
、
今
の
指
宿
港

沿
岸
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
海
辺
で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
護
岸
や
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
が

並
び
、
や
や
景
観
を
損
ね
て
い
る
感
じ
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
護
岸
の
老
朽
化
が
進
み
、
道

路
に
は
亀
裂
や
陥
没
が
生
じ
て
い
る
ほ
か
、

砂
浜
が
侵
食
さ
れ
て
砂
む
し
温
泉
の
営
業

エ
リ
ア
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
宿
港
海
岸
を
美
し
く
、
安
全
で
、
い

き
い
き
と
し
た
快
適
な
海
岸
線
に
蘇
よ
み
が
えら
せ

る
。
九
州
で
は
別
府
市
に
続
い
て
国
が
直

接
工
事
を
行
う
「
指
宿
港
海
岸
直
轄
海
岸

保
全
施
設
整
備
事
業
」
が
、
平
成
26
年
度

か
ら
10
カ
年
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま
す
。

　

指
宿
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
の
本

来
の
目
的
は
あ
く
ま
で
、
台
風
や
高
潮
か

ら
背
後
の
街
を
守
る
こ
と
で
、
そ
の
結
果

と
し
て
市
民
が
交
流
で
き
る
空
間
が
誕
生

し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
現
地
調
査
や
「
里
浜
」

　

昔
の
指
宿
港
海
岸
は
、
沖
ま
で
続
く
砂

浜
が
広
が
り
、
浜
競
馬
や
十
五
夜
相
撲
な

ど
、
市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

時
が
移
り
変
わ
り
、
防
災
を
最
優
先
の

課
題
と
し
、
海
岸
線
に
は
堤
防
や
護
岸
が

築
か
れ
、
台
風
や
高
潮
に
よ
る
脅
威
を
軽

減
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
海
辺

の
環
境
は
悪
化
し
、
海
辺
と
人
々
と
の
つ

な
が
り
は
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昔
は
当
た
り
前
で
あ
っ
た
多
様
で
豊
か

な
海
辺
と
人
々
の
つ
な
が
り
を
現
代
の
暮

ら
し
に
か
な
う
形
で
よ
み
が
え
ら
せ
た
海

辺
を
、「
里
浜
」
と
呼
び
ま
す
。
指
宿
港
海

岸
保
全
推
進
協
議
会
や
市
で
は
、
里
浜
の

実
現
を
願
い
、
砂
浜
へ
の
関
心
を
深
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
日
常

生
活
の
中
に
指
宿
港
の
海
岸
を
共
有
の
財

産
と
し
て
認
識
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
「
み
ん
な
の
交
流
の
場
」
を
再
び
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

護岸

離岸堤

養浜

砂留堤
突堤（大山崎）

突堤（
摺ヶ浜

）

太平次公園

砂むし会館「砂楽」砂むし会館「砂楽」

よ
み
が
え
れ
指
宿
港
海
岸

浜
辺
は
み
ん
な
の
交
流
の
場

国
の
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業 

決
定
!!

ふ
る
さ
と
未
来
の
海

地
域
住
民
主
体
と
な
っ
た
海
岸
整
備

　 ~

目
的
は
、防
災
・
利
用
・
環
境~

◀昔の浜競馬の様子

▼ヒラメの放流

▲朝フラの様子

昔の指宿港海岸 　　
（馬渡写真館 提供）▶

今後検討を進めていく上での配置案

太田大臣に要望書を手渡す指宿港海岸保全推進協議会
の山下建二会長（右から３人目）

事
業
の
採
択
ま
で

４月２日、市役所指宿庁舎玄関前に
懸垂幕を掲げ事業決定を祝う市民ら
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市
で
は
、
今
年
度
も
健
幸
マ
イ

レ
ー
ジ
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
は
、
健

幸
づ
く
り
に
取
り
組
み
ポ
イ
ン
ト

を
貯
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で

商
品
券
や
特
産
品
な
ど
素
敵
な
賞

品
が
当
た
る
制
度
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
参
加
対
象
の
年
齢

制
限
が
な
く
な
り
、
市
内
に
居
住

す
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
当
選
者
の
発
表

当
選
の
発
表
は
、
直
接
連
絡
ま

た
は
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
幸
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
健

幸
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

こ
れ
か
ら
運
動
を
始
め
よ
う
と

す
る
人
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
応

援
す
る
た
め
、
市
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
運
動
不
足
や
最
近
足

腰
が
弱
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る

人
、
運
動
を
始
め
た
い
け
ど
な
か

な
か
き
っ
か
け
が
な
い
人
な
ど
、

こ
の
機
会
に
、
運
動
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
応
募
条
件

職
場
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
近
隣
住
民
同

士
な
ど
お
お
む
ね
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ

■
運
動
種
目

ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、

ボ
ー
ル
体
操
、
親
子
体
操
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ダ
ン
ス
エ

ア
ロ　

な
ど

■
派
遣
時
間

９
時
か
ら
20
時
ま
で
の
お
お
む

ね
１
時
間
程
度

※
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
な
ど

は
除
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
、
山
川
・

開
聞
支
所
に
設
置
し
て
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

派
遣
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で

に
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
に
持
参

す
る
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ibusuki.

lg.jp

■
そ
の
他

○
会
場
の
確
保
や
使
用
料
の
負
担

は
、
申
込
者
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
派
遣
日
時
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

希
望
に
添
え
な
い
場
合
や
お
断

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
健
康
に
不
安
の
あ
る
人
や
心
臓

病
の
既
往
症
が
あ
る
人
は
、
事

前
に
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

○
そ
の
他
、
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　市内に居住する人なら誰でも参加
できます。
　健幸マイレージ制度に参加するに
は、健幸マイレージカードが必要で
す。カードはイベント会場や市役所
各庁舎などに設置してあります。

自主ポイント
30分以上の運動をした人は、自己申告で日付と運
動内容を記録します。自主ポイントは１日１ポイ
ントです。

健（検）診ポイント
アロハ献血、特定健診、がん検診など１回の献血
や受診をすると貯まります。１回の受診で30ポイ
ント貯まり、１口応募できます。

　健幸マイレージカードに、ポイント貯めましょう。
なお、応募には健幸ポイント２ポイントを含めて30ポ
イントが必要です。ポイントを貯める方法は、次の３
つです。
健幸ポイント
　市の体育施設の利用や市民講座、市が実施する対象
　イベントなどに参加すると貯まります。健幸ポイン
　トは１回の参加につき１ポイントです。健幸ポイン
　トは自主ポイントとしても利用できます。

　ポイントが貯まったら必要事項を記入し、市役所
各庁舎などの市内主要施設やイベント会場内に設置
された応募箱に入れるか、52円切手を貼って郵送し
てください。

申し込み・問い合わせ先
健康増進課健幸のまちづくり推進室
（指宿保健センター内）
☎㉒2111（内線287）　Fax㉗1200

第
１
回
応
募
締
切
日

　

７
月
８
日（
火
）

第
１
回
抽
選
日

　

７
月
15
日（
火
）

  

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
派
遣
し
ま
す

グ
ル
ー
プ
や
仲
間
で
応
募
を

①マイレージカードをもらう

楽しく体を動かしましょう

　

積
極
的
に
健
幸
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
行
う
地
域
に
対
し
、
運
動

場
な
ど
の
整
備
に
か
か
る
費
用
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
田
之
畑
、
温
湯
、

宮
ヶ
浜
、
宮
之
前
、
片
野
田
、
小

田
、
十
石
、
尾
掛
、
石
嶺
、
大
山

区
、
岡
児
ヶ
水
区
、
東
開
聞
の
12

の
地
域
に
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
地
区
や
区
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
助
成
内
容

①
運
動
場
の
整
備
（
地
域
内
の
広

場
の
整
地
、
雑
木
除
去
、
芝
張

り　

な
ど
）

②
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備

（
里
道
の
簡
易
舗
装
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
啓
発
用
の
距
離
表
示
看

板
、
外
灯
、
休
憩
用
ベ
ン
チ
の

設
置　

な
ど
）

■
助
成
額

　

①
、
②
の
事
業
に
対
し
、
１
地

区
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
30
万
円

を
上
限
に
助
成
し
ま
す
（
最
大

60
万
円
）。

※
区
や
複
数
地
区
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日

　

５
月
30
日（
金
）

■
そ
の
他

○
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
、
運
動

教
室
（
原
則
週
１
回
、
通
年
）

に
取
り
組
む
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

○
詳
し
い
内
容
や
申
請
書
類
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
長
や
公
民
館

長
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

運
動
場
な
ど
の
整
備
費
用
を
助
成
し
ま
す

地
区
や
区
で
申
請
を

岡児ヶ水区内に整備された運動場

②ポイントを貯める

③応募する

健幸づくり始めましょ！ 健幸づくり始めましょ！

健幸マイレージを始めよう
さぁ、
あなたも

抽
選
で
商
品
券
な
ど
が

当
た
り
ま
す

健幸マイレージカード

個
人
で
応
募
を

2014.５　No.101ⅠBUSUKⅠ5 4広報いぶすき　５月号



な
り
ま
し
た
。
お
か
げ

で
、
目
標
体
重
を
今
で

も
維
持
で
き
て
い
ま
す

し
、
毎
年
受
診
し
て
い

る
健
康
診
断
の
結
果
も
、

何
の
異
常
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
れ
に
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
始
め
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
が
、

田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
歩

い
て
い
る
と
、
道
端
に

咲
く
花
や
ウ
グ
イ
ス
の

鳴
き
声
な
ど
、
車
の
移

動
で
は
気
付
か
な
か
っ

た
指
宿
の
自
然
の
豊
か

さ
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
私
に
と
っ

て
、
毎
朝
の
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
も
、
季
節

に
よ
っ
て
変
わ
る
風
景
を
楽
し
み

な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
、

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
組
み
を

広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
に
は
こ
れ
ま

で
、
献
血
を
行
っ
た
時
に
そ
の
場

で
応
募
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
毎
日
の
運
動
で
ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
て
応
募
し
た
の
は
今
回
が
初

め
て
で
し
た
。
初
め
て

の
応
募
で
、
商
品
券
が

当
た
っ
て
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
。

　

５
年
前
に
定
年
退
職

し
、
時
間
に
余
裕
が
出

て
き
た
私
は
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
ろ
う

と
の
思
い
か
ら
、
毎
年

の
健
康
診
断
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
簡
単
に
で
き

る
健
康
づ
く
り
と
し
て
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め

ま
し
た
。

　

年
齢
と
と
も
に
増
え

始
め
た
体
重
を
落
と
す

こ
と
が
目
的
で
し
た
が
、

今
で
は
ほ
ぼ
毎
日
、
早

朝
か
ら
自
宅
を
出
て
い

ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
を
約

１
時
間
歩
い
て
い
ま
す
。

　

悩
み
だ
っ
た
体
重
増

加
の
問
題
は
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
始
め
て
１
年
で
８
㎏
の

減
量
に
成
功
し
ま
し
た
。
体
が
軽

く
な
っ
た
こ
と
を
実
感
で
き
る
と
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
と
て
も
楽
し
く 季節の変化を感じながらウオーキング

当選者　森　定儀さん（松原田）

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
体
育
館

に
貼
っ
て
あ
っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
見

て
応
募
し
ま
し
た
。
正
直
、
当
選

す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
趣
味
で
活
動
し
て
い
た

ダ
ン
ス
の
経
験
を
生
か
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ダ
ン
ス
教
室
で

週
２
回
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て

い
ま
す
。
教
室
で
は
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
、
基
本
的
な
動
き
に
難
易

度
の
高
い
動
き
を
織
り
交
ぜ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ス
と
聞
く
と
、
難

し
い
の
で
は
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
リ
ズ

ム
に
乗
っ
て
体
を
動
か
す

だ
け
で
も
、
十
分
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
指
宿
青
年

団
や
指
宿
青
振
連
に
参
加

し
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の

人
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、

イ
ベ
ン
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
指
宿
温
泉
祭

に
向
け
て
は
、
年
間
を
通

じ
て
お
囃は

や
し子
の
練
習
や
話
し
合
い

を
行
い
ま
す
。
温
泉
祭
が
無
事
に

成
功
し
た
時
の
喜
び
は
、
格
別
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
も
仲

間
と
一
緒
に
語
り
、
楽
し
く
お
酒

を
飲
む
こ
と
も
大
事
な
健
康
づ
く

り
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
飲
み
す
ぎ

に
は
注
意
で
す
が
…
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
人
た
ち

と
の
交
流
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

健
康
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

仲
間
と
の
活
動
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り

健幸マイレージ

当
選
者
　
渡
邊
　
理
美
さ
ん（
二
月
田
）

健幸マイレージ第３回抽選賞品と当選者

指宿フェニックスホテル
ペア宿泊券

指宿シーサイドホテル
ペア宿泊券

旅館　吟松
ペア宿泊券

指宿いわさきホテル
ペア宿泊券

【１等】市内ホテルペア宿泊券

脇園　ネミ子さん（中小路）
中山　寿さん（細田東前）

上川路　百合子さん（宮ヶ浜）
中西　タエ子さん（谷村上）

末次　トキヨさん（大牟礼中）
大村　健一さん（大牟礼西）

浜田　安子さん（野元）
岡元　美津代さん（渡瀬）

【２等】商品券（１万円）、砂
さ ゆ り
湯里・たまて箱温泉セット券、市営唐船峡そうめん流し食事券のいずれか

渡邊　理美さん（二月田）他32人

【４等】特産品詰め合わせ（３千円相当）または商品券（３千円）
下温湯　昭子さん（温湯）他22人

【３等】いぶすきスポーツクラブ、ケイユウスポーツクラブ、セイカスポーツクラブのいずれかのスポーツ施
　　　　設・教室利用券またはスポーツグッズ商品券（５千円）

森　定儀さん（松原田）他70人

　専用露天風呂付きのガセポスパルームは、カップ
ルやご夫婦におすすめ。南国の植物に囲まれた空間
でゆったり至福の時間をお過ごしください。

　錦江湾を一望できる当館自慢の露天風呂付き客室。
海と空と温泉に包まれて、プライベートな上質のく
つろぎをお楽しみください。

～ここでしか味わえない、本場【鹿児島の黒】！～
　錦江湾の絶景を眺めながら、調理長が厳選した鹿
児島３大黒ブランドの饗

きょう

宴をお楽しみください。

　お好みのご夕食をお選びいただけるプランが人気。
ポリネシアン風のデザインとゆとりある空間で、リ
ゾートを演出されたお部屋でおくつろぎください。

【１等】スポーツグッズ商品券（５千円）

【２等】図書カード（３千円）

子供の部

有山　流生さん（北十町）他９人

福永　絵理さん（十石）他４人

　第３回の抽選を行った結果、応募総数5,691口（健康診断など含む）の中から150人
が当選しました。おめでとうございます。

当 選 者 決 定
健幸づくり始めましょ！

当選者の声
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毎
年
５
月
の
最
終
水
曜
日
に
、

世
界
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る
住
民

総
参
加
型
の
ユ
ニ
ー
ク
な
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

０
時
か
ら
21
時
ま
で
の
間
に
、

15
分
間
以
上
継
続
し
て
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
行
っ
た
「
住
民
の
参
加

率（
％
）」
を
対
戦
相
手
の
自
治
体

と
競
い
合
い
ま
す
。
敗
れ
た
自
治

体
は
、
相
手
の
自
治
体
の
旗
を
庁

舎
の
屋
上
に
掲
げ
る
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
は
昨
年
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
に
初
め
て
参
加
し
、
秋
田
県
湯

沢
市
と
対
戦
し
ま
し
た
。
参
加
率

は
湯
沢
市
が
46
％
に
対
し
、
本
市

は
28
％
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
神
奈
川
県
逗
子
市
（
人

口
６
万
人
）
と
対
戦
し
ま
す
。
市

で
は
、
市
民
一
体
と
な
っ
た
「
健

幸
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

た
め
、
全
国
の
平
均
参
加
率
50
％

（
約
２
万
１
千
人
）
の
参
加
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　参加率を計算するため、左下の参加報告書を当日の
20時までに投函してください。投函箱は最寄りの地区
や区、校区公民館の入口近くに設置します。公民館の
無い地区は、総会などで利用する施設に設置します。

※市が主催するスポーツイベントや各種施設を利用し
た人は、主催者や指定管理者が集計しますので、報
告の必要はありません。
※団体で活動した場合は、代表者が連絡してください。
電話でも構いません。つながりにくい場合は再度掛
け直してください。
※報告は１人１回です。

※当日21時までの臨時回線です。

　予約は通常どおり２週間前からできます。
■無料開放時間　８：30 ～ 18：00
※健幸マイレージ特典は、対象外です。

市体育施設を昼間無料開放します。

特 典

健幸マイレージ
　　　　　５ポイント

自治会・公民館

指宿市チャレンジデー
実行委員会事務局

㉒3288

運動したら報告を!
　自治会・公民館などでは、チャレンジデー当
日、ラジオ体操やストレッチ体操を含めた運動
を実施する予定です。市民の皆さんの参加をお
願いします。

※地区によって、実施す
　る時間や運動メニュー
　などが異なります。
　詳しい内容は、住んで
　いる自治会・公民館に
　確認してください。

（きりとり線）

チャレンジデー参加報告書　家庭用
代表者氏名
性　　　別 男・女 年代 　　 歳代
地　区　名
運 動 内 容
活 動 場 所
家族などでの
参加者人数 合計　　　　人（本人含む）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
年
齢
、

性
別
を
問
わ
ず
、
市
民
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
日
市
内
に
い
る
人
な
ら

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
運
動
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、

○
「
今
日
は
歩
い
て
通
勤
し
っ
み

ろ
か
い
」

○
「
今
日
は
自
転
車
で
買
い
物
に

行
こ
う
か
な
」

○
「
ゴ
ミ
拾
い
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

だ
よ
ね
」

○
「
畑
仕
事
は
運
動
に
は
な
ら
ん

ど
か
い
」

と
い
っ
た
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、「
今
日
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

だ
」
と
思
っ
て
体
を
動
か
し
、
報

告
す
る
だ
け
で
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
地
域
や
職
場
、

友
達
と
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎
㉗
０
２
０
３

５月28日（水）開催

チャレンジデー 2014
市民一体の「健幸づくり」イベント

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

と
は
？

あ
な
た
も

参
加
し
よ
う
！

目
標
は
参
加
率

50
％
に

目標は
住民参加率50% 21,000人!

※雨天時は、サンシティホールいぶすき

指宿総合体育館と市営陸上競技場では、各種運動体験に
無料で参加できます。

市営陸上競技場

指宿総合体育館

当日のイベント

時　間 内　　容
18：00～19：00 キッズダンス（小学生以下）
19：30～20：15 太極拳体験
19：30～21：00 ストレッチポール体験

19：30～21：00 身体チェックコーナー
　○体組成計で筋肉量や推定骨量、基礎代謝量などが測定できます。

19：00～21：30 軽スポーツ体験
　○ドッチビー　○スポレック　○ストラックアウト　ほか

時　間 内　　容

17：30～18：30
100ｍチャレンジ（先着100人）
（受付　17：00～18：00）
※スターティングブロックは使用でき
　ません。

19：00～19：30 野外エアロビクス（１回目）
19：50～20：20 野外エアロビクス（２回目）

特 典
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「
10
年
ほ
ど
前
か
ら
甕
壷
貯
蔵

に
こ
だ
わ
っ
た
焼
酎
造
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
大
手
の
焼
酎
メ

ー
カ
ー
と
同
じ
も
の
を
作
っ
て
も

太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
か
ら
」
と
、

胸
を
張
る
の
は
中
俣
合
名
会
社
の

代
表
者
を
務
め
る
大
山
隆
樹
さ
ん

（
写
真
右
２
人
目
）
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
宮
ヶ
浜
駅
近
く
に
蔵
を
構

え
る
同
社
の
創
業
は
、
明
治
37
年
。

地
元
で
は
、「
養
老
」
と
い
う
銘
柄

が
古
く
か
ら
愛
飲
さ
れ
て
き
た
。

　

現
在
は
、
消
費
者
の
好
み
に
合

わ
せ
て
、
麹こ

う
じ米
を
５
〜
６
種
類
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
６
〜
７
種
類
と
使

い
分
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
味
・
香
り

の
芋
焼
酎
を
生
み
出
し
、
15
種
以

上
の
銘
柄
を
販
売
し
て
い
る
。

　

中
で
も
、
同
社
で
売
れ
筋
の
焼

酎
「
桐
野
」
は
、
麹
米
に
高
級
な

「
山
田
錦
」
を
使
用
。
酒
米
に
使

わ
れ
る
「
山
田
錦
」
を
使
っ
た
こ

と
で
、
ふ
く
よ
か
な
味
に
仕
上
が

り
、
飲
み
や
す
い
と
人
気
が
高
い

商
品
だ
。

　

ま
た
、
焼
酎
造
り
に
は
「
甕
壷

貯
蔵
」
と
い
う
仕
込
み
を
取
り
入

れ
、付
加
価
値
を
高
め
た
商
品
「
甕

貯
蔵
古
酒
な
か
ま
た
」
を
販
売
し

て
い
る
。
焼
酎
を
３
年
以
上
貯
蔵

し
た
も
の
を
古
酒
と
し
て
扱
え
る

が
、
同
社
で
は
５
年
も
の
間
、
甕

壷
に
寝
か
し
て
い
る
。

　

「
本
音
を
言
え
ば
、
３
年
で
売

り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
杜
氏
の

強
い
意
志
も
あ
り
、
５
年
寝
か
し

て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
ま
ろ
や
か

な
、
角
の
と
れ
た
焼
酎
に
仕
上
が

り
ま
し
た
」
と
、
大
山
さ
ん
は
笑

い
な
が
ら
、
焼
酎
の
仕
上
が
り
に

自
信
を
み
せ
る
。

　

そ
ん
な
大
山
さ
ん
の
焼
酎
造
り

へ
の
思
い
は
、
若
手
の
杜
氏
に
も

受
け
継
が
れ
て
い
る
。
３
人
態
勢

で
甕
壷
の
チ
ェ
ッ
ク
に
余
念
が
な

い
。

　

大
山
さ
ん
は
、「
小
さ
な
蔵
元
で

は
あ
り
ま
す
が
、
原
料
や
醸
造
に

は
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。

　

１
１
０
年
以
上
続
く
歴
史
と
伝

統
は
、
甕
壷
と
と
も
に
、
今
後
も

ま
ろ
や
か
な
焼
酎
を
造
り
出
し
て

い
く
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

甕
か め

壷貯蔵で
　　価値の高い焼酎を

　

紙
パ
ッ
ク
の
分
別
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

資
源
ご
み
と
し
て
回
収
で
き
る

紙
パ
ッ
ク
は
、
牛
乳
や
お
茶
、
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
の
入
っ
て
い
た
５
０

０
㎖
以
上
の
大
き
さ
で
、
識
別
表

示
マ
ー
ク
が
付
い
た
も
の
で
す
。

　

紙
パ
ッ
ク
を

出
す
と
き
は
、

水
洗
い
し
、
開

い
て
乾
か
し
て

か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
内
側
が
銀
色
の

も
の
（
ア
ル
ミ
加
工
さ
れ
て
い
る

も
の
）
や
５
０
０
㎖
未
満
の
紙
パ

ッ
ク
、
水
洗
い
し
て
も
汚
れ
が
落

ち
な
い
も
の
な
ど
は
、
燃
え
る
ご

み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紙
パ
ッ
ク
を
そ
の
他
の
紙
類
と

一
緒
に
出
す
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
資
源
を
有
効

に
利
用
す
る
た
め
に
、
分
別
ル
ー

ル
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
源
ご
み
と
し
て
回
収
さ
れ
た

紙
パ
ッ
ク
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な

ど
に
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
⑫

「
紙
パ
ッ
ク
」
の
分
別

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

１ℓの紙パック６枚でトイレットペ
ーパーが１個作れます

内側が銀色のものや500㎖未満の紙
パックは燃えるごみで

特産品
シリーズ
VOL.11

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
提
案
公
募
型
補

助
事
業
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な

っ
て
行
う
公
益
活
動
を
、
市
と
協
働
し
て

行
う
も
の
で
す
。
公
益
活
動
が
よ
り
よ
い

事
業
と
な
る
よ
う
、
ま
ず
は
互
い
に
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
共
に
事
業
を
作
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。

　

広
く
市
の
た
め
に
、
地
域
の
た
め
に
取

り
組
む
活
動
に
つ
い
て
、
ア
イ
デ
ア
な
ど

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
・
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進

係
（
共
生
・
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

　

市
で
は
、
市
民
と
行
政
と
の
共
生
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
26
年
度
提
案
公
募
型
補
助
事
業
を
募
集

し
ま
し
た
。

　

５
団
体
か
ら
５
事
業
の
応
募
が
あ
り
、

市
民
の
代
表
で
構
成
す
る
指
宿
市
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

推
進
市
民
会

議
で
審
査
を

行
っ
た
結
果
、

４
事
業
（
補

助
金
総
額
72

万
８
千
円
）

を
採
択
し
ま

し
た
。

平成26年度（１回目）提案公募型補助事業採択事業
№ 事業名 団体名 事業の概要 補助金額

1
新西方高齢者ふれ
あい家庭内生ゴミ
処理促進事業

新西方家庭内生ゴ
ミ有効利用促進委
員会

　独居高齢者の見守り活動を兼ねた生ごみ回収を行い、生
ごみをＥＭ菌を使って堆肥化する。また、地区住民に環境
問題について興味を持ってもらい、地域の環境美化活動と
共に世代間交流を図る。
　２年目の取り組みとして、湊川浄化活動や地区住民を対
象にした健康教室も行っていく。

200,000円

2 笑顔あふれるまち
づくりⅡ

スマイルネットい
ぶすき

　あらゆる暴力をなくし、男女共同参画社会の実現を目指
すための取り組みとして、ＤＶ（ドメステックバイオレン
ス）防止の街頭キャンペーンやパネル展示を行い、身近で
ありながら捉えづらい問題を、より分かりやすい形で啓発
していく。また、専門家の講習会を開き、ＤＶの現状を多
くの人に理解してもらうきっかけづくりを行っていく。

200,000円

3
いぶすきサイエン
ス倶楽部2014
～サイエンスの世
界を楽しもう～

いぶすきサイエン
ス倶楽部

　身近な指宿の自然や先端科学の楽しさを体感してもらい、
サイエンスの楽しさを学ぶ場を作るため、観察会やイベン
トを行う。観察会やイベントでは、関連のある図書のブッ
クトークを行い、読書への関心を高め、幅広い年齢層へサ
イエンスを学ぶ楽しさを伝えていく。

128,000円

4 大山ツアー（グリ
ーンツーリズム）

大成校区大山コミ
ュニティ推進会議
都市部との交流実
行委員会

　大山区において、区出身の家族を中心とした都市部の子
どもたちと本市の子どもたち・区民とが、農村の魅力を生
かしたグリーンツーリズムを通して互いに刺激し合い、地
域活性化や今後のまちづくりにつなげていく。２年目の取
り組みとして、多くの人が楽しめるよう体験メニューの工
夫を行い、さらに充実した事業になるよう取り組んでいく。

200,000円

相
談
は
随
時
受
付
中

４
事
業
を
採
択

提
案
公
募
型
補
助
事
業

平
成
26
年
度
（
１
回
目
）
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本
市
は
、
古
く
は
「
湯ゆ

ぶ
し
ゅ
く

豊
宿
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
ほ
ど
、
温
泉
が

豊
富
な
ま
ち
で
す
。

　

市
内
に
は
、
砂
む
し
温
泉
を
は

じ
め
、
歴
史
の
あ
る
温
泉
か
ら
近

代
的
な
温
泉
ま
で
数
多
く
の
温
泉

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
温
泉
は
、

観
光
客
も
好
ん
で
利
用
し
て
お
り
、

観
光
の
目
玉
と
し
て
も
重
要
な
資

源
で
す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
温
泉
を
今
後
も
紹
介
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
温
泉
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、「
指
宿
湯

め
ぐ
り
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
観
光
案
内
所

や
道
の
駅
な
ど
に
備
え
て
あ
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
、
協
賛
店

の
浴
場
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式

で
め
ぐ
っ
て
い
く
企
画
で
す
。
入

浴
後
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
特
典
と
し
て
、
入
浴

料
の
割
引
や
協
賛
店
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

さ
れ
た
浴
場
の
ス
タ
ン
プ
を
５
カ

所
以
上
集
め
る
と
、
抽
選
で
素
敵

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

　

里
帰
り
の
親
戚
や
友
人
な
ど
と

一
緒
に
、
湯
め
ぐ
り
散
策
に
出
掛

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
管
理
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ湯

め
ぐ
り
散
策

35

　
「
見
え
な
い
不
安
」
を
真
新
し

い
ス
ー
ツ
で
包
ん
だ
、
新
し
く
採

用
さ
れ
た
職
員
が
ま
ぶ
し
く
映
り

ま
す
。
悩
み
や
苦
し
み
も
あ
ろ
う

け
れ
ど
も
、「
頑
張
れ
」
と
応
援
し

た
く
な
り
ま
す
。
は
つ
ら
つ
と
し

た
言
動
、
礼
儀
正
し
さ
を
い
つ
ま

で
も
失
わ
な
い
で
欲
し
い
と
思
い

つ
つ
、
そ
の
謙
虚
な
振
る
舞
い
を

自
分
自
身
へ
の
教
訓
と
す
る
こ
と

で
す
。

　
「
苦
労
を
楽
し
む
」

　
約
30
年
間
に
わ
た
っ
て
社
長
や

会
長
と
し
て
旭
化
成
を
引
っ
張
っ

た
宮
崎
輝
さ
ん
が
、
若
い
社
員
に

伝
え
た
言
葉
で
す
。

　
地
域
と
密
着
し
た
事
業
展
開
に

心
を
配
り
、
猛
烈
な
勉
強
家
と
し

て
知
ら
れ
た
人
で
す
。「
仕
事
は
他

人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
い
つ
も
自
ら
問
題
点
を
分
析

し
、
解
決
し
て
い
く
姿
勢
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
」「
こ
れ
を
苦
し
い

と
思
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
仕
事
な

ど
で
き
な
い
。
仕
事
は
困
難
の
連

続
。
苦
労
を
楽
し
ん
で
こ
そ
立
派

な
仕
事
も
で
き
る
」。趣
味
が
「
仕

事
」
と
い
う
よ
う
に
、
さ
も
楽
し

そ
う
に
仕
事
に
対
す
る
心
構
え
に

つ
い
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。
厳
し
く
も
説
得
力
の
あ

る
指
摘
で
す
。

　
仕
事
に
苦
し
み
は
つ
き
も
の
。

試
練
に
直
面
し
た
と
き
ど
ん
な
姿

勢
で
臨
む
か
。
前
向
き
に
挑
戦
す

る
か
、
腰
が
引
け
る
か
。
そ
の
差

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
な
ど
な
い
。

苦
し
さ
に
負
け
る
な
」。宮
崎
さ
ん

の
言
い
た
か
っ
た
の
は
こ
の
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
苦
し
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
さ
人

間
だ
も
の
　
ま
よ
う
と
き
だ
っ
て

あ
る
さ
凡
夫
だ
も
の
　
あ
や
ま
ち

だ
っ
て
あ
る
よ
　
お
れ
だ
も
の

　
詩
人
で
書
家
の
相
田
み
つ
を
さ

ん
の
言
葉
で
す
。
多
く
の
若
者
が

新
社
会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。
き
っ
と
緊
張
感
や
不
安

で
肩
に
も
力
が
入
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
、「
職
」
を
め
ぐ
る

環
境
や
若
者
の
価
値
観
は
劇
的
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
だ
が
、
そ
の

中
で
も
苦
し
さ
に
負
け
な
い
気
概

だ
け
は
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
願

う
の
は
私
だ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く

「
苦
し
い
と
き
　
母
が
い
つ
も
口

に
し
て
い
た
　
こ
の
こ
と
ば
を
わ

た
し
も
　
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
と

な
え
る
よ
う
に
な
っ
た
　
そ
う
し

て
　
そ
の
た
び
　
わ
た
し
の
花
が

ふ
し
ぎ
と
　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ひ
ら

い
て
い
っ
た
」

　
仏
の
道
に
根
ざ
し
た
多
く
の
作

品
を
長
年
紡
ぎ
続
け
た
坂さ

か
む
ら村

真し
ん
み
ん民

さ
ん
の
詩
で
す
。

　
さ
あ
元
気
に
歩
こ
う
。

「
最
も
よ
く
人
を
幸
福
に
す
る
人

が
、
最
も
よ
く
幸
福
に
な
れ
る
」

の
だ
か
ら
。

報
恩

謝
徳
頑
張
れ
新
人

な
む
文
化
財
を
保
存
す
る
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
で
、
小
田
公
民
館
前

の
墓
地
の
一
角
に
、
大
円
寺
跡
に

残
っ
た
五
輪
塔
や
散
在
し
た
墓
石

な
ど
、
６
体
の
石
造
物
の
復
元
と

大
円
寺
墓
石
群
の
説
明
板
が
設
置

さ
れ
、
４
月
６
日
に
は
鎮
魂
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
関
連
記
事
16
ペ

ー
ジ
）。

　

地
域
の
人
が
、
地
元
の
歴
史
を

知
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
こ
の
よ

う
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

今
後
の
文
化
財
保
護
の
上
で
も
非

常
に
有
益
な
こ
と
で
す
。

　

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
露
天
風
呂（
た

ま
て
箱
温
泉
）
が
あ
る
伏
目
海
岸

の
一
部
が
、
４
月
22
日
に
県
指
定

如に
ょ
ら
い来

で
し
た
。

　

大
円
寺
の
跡
は
現
在
、
畑
に
な

っ
た
り
植
林
さ
れ
た
り
し
て
、
今

で
は
寺
域
も
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん

が
、
小
田
公
民
館
近
く
に
、
大
円

寺
に
ち
な
む
仏
塔
と
墓
石
な
ど
の

石
造
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
「
三さ

ん
ご
く
め
い
し
ょ
う
ず
え

国
名
勝
図
会
」

に
は
、
虎
森
和
尚
が
応
永
20
（
１

４
１
３
）
年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
大
円
寺
に
灰
塚
や
虎
森
大

和
尚
と
銘
を
彫
っ
た
仏
塔
が
あ
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
石
造
物
は
、
三
国
名

勝
図
会
に
記
さ
れ
た
仏
塔
を
想
像

さ
せ
ま
す
が
、
虎
森
大
和
尚
と
刻

銘
さ
れ
た
仏
塔
は
ま
だ
、
見
つ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

残
さ
れ
た
石
造
物
が
そ
の
ま
ま

で
あ
る
の
を
気
に
掛
け
て
い
た
小

田
地
区
で
は
、
有
志
が
話
し
合
い
、

昨
年
度
、
市
の
提
案
公
募
型
補
助

事
業
を
活
用
し
て
、
大
円
寺
に
ち

　

小
田
公
民
館
近
く
に
あ
る
墓
地

の
山
手
側
に
は
、
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
で
な

く
な
っ
た
大
円
寺
と
い
う
臨
済
宗

の
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

虎こ
し
ん
お
し
ょ
う

森
和
尚
に
ち
な
む
寺
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

虎
森
和
尚
は
、
山や

ま
が
わ
し
ょ
う
り
ゅ
う
じ

川
正
龍
寺
の

中ち
ゅ
う
こ
う興の
祖
と
い
わ
れ
ま
す
。
京
都

五
山
の
一
つ
南な

ん
ぜ
ん
じ

禅
寺
で
学
び
、
唐

に
渡
ろ
う
と
い
う
志
を
持
っ
て
山

川
ま
で
来
ま
し
た
。
山
川
で
唐
ま

で
渡
る
船
待
ち
を
し
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
船
便
が
な
く
、
つ
い
に

渡
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

虎
森
和
尚
は
、
島
津
元
久
の
命

令
で
山
川
に
残
り
、
山
川
正
龍
寺

の
学
問
を
盛
ん
に
し
て
、
名
声
を

高
め
て
い
き
ま
す
。
大
円
寺
は
、

山
川
正
龍
寺
住
職
を
退
い
た
虎
森

和
尚
の
隠
居
し
た
寺
で
す
。
山
川

正
龍
寺
の
末
寺
で
、
本
尊
は
釈し

ゃ
か迦

文
化
財
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
の
世
代
へ
守
り
伝
え
て
い
く

べ
き
貴
重
な
文
化
財
が
、
二
種
類

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
今
か
ら
約
６
４
０

０
年
前
に
池
田
カ
ル
デ
ラ
（
現
在

の
池
田
湖
）
が
噴
火
し
た
際
、
伏

目
海
岸
方
向
に
も
多
量
に
堆
積
し

た
「
火
砕
流
堆
積
層
」
で
す
。
砂

浜
か
ら
上
に
見
え
て
い
る
地
層
の

厚
さ
は
15
ｍ
以
上
も
あ
り
、
そ
の

景
観
は
絶
景
そ
の
も
の
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
地
下
か
ら
吹
き
上

が
っ
て
く
る
噴
気
帯
で
す
。
約
80

度
の
熱
水
が
、
海
中
や
砂
浜
の
い

た
る
場
所
か
ら
吹
き
上
が
っ
て
お

り
、
大
地
の
息
吹
を
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
現
地
と
砂

む
し
温
泉
を
訪
れ
て
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
大
自
然
を
体
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

宝
ほ
う
き
�
う
ざ
ん

鏡
山
大だ

い

え

ん

じ

円
寺
の
石
造
物
群
と

新
し
い
県
指
定
文
化
財

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
96

宝
鏡
山
大
円
寺
の
石
造
物
群

伏
目
海
岸
の
池
田
火
砕
流

堆
積
物
と
噴
気
帯

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

指
宿
市
長
　
豊
留 
悦
男

〈スタンプラリー押印スペース〉

「ゆくさ おさいじゃした

  いぶすっへ！」

指宿市 Ibusuki City

日々の喧噪を忘れ のんびり湯めぐりしながら…
かざらない人の温もりにふれ 気の向くままに…
いぶすきで湯ったり癒されませんか？

いぶすき
湯めぐりパスポート

いぶすき湯めぐり
スタンプラリー

いぶすきパスポートいぶすき
湯めぐりパスポート

「オリジナル桶」をご購入の方は、掲載浴場にてサービスあり！
どこか１カ所でも入浴された方は、掲載飲食店で特典あり！特 典指宿市役所 観光課 観光管理係

tel.0993-22-2111　fax.0993-23-4987お問い合わせ

いぶすき湯めぐりスタンプラリー

全国有数の温泉地「いぶすき」から、心温まる湯めぐりのご提案。

JR指宿駅観光案内所にて
〈オリジナル桶（1,000円）ご購入の方〉

「オリジナル桶」を本紙掲載浴場で掲示すると割引などの特典が受けられます。

〈スタンプラリー参加・応募条件〉

スタンプを５個以上押印したハガキをお送り下さい。
抽選で3,000円分の指宿特産品などをプレゼント!!

※一部特典のない店舗もございます。

スタンプが⑤個集まったら…

本紙掲載の飲食店10店舗でスタンプを掲示すると
割引などの特典が受けられます。

どなたでもスタンプが①個以上個集まったら…素敵な特典!!

スタンプを全16個押印したハガキをお送り下さい。
抽選で3,000円分の指宿特産品などをプレゼント!!

スタンプが全⑯個集まったら…
オリジナル桶を購入されていない方も…

101

「
人
権
擁よ
う
ご護

委
員
の
日
」

　

  
特
設
相
談
所
の
開
設

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
昭
和
24
年
６
月
１
日
を
記
念

し
て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
こ
の
日
を
中
心
に
全
国
各
地

に
お
い
て
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
本
市
で
は
９
人
が

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
だ
ろ
う
」
な
ど
、
人
権
問
題

に
つ
い
て
困
っ
た
こ
と
や
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権
擁

護
委
員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時　
６
月
２
日（
月
）10
時
〜

15
時

■
場
所　
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
市
民
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

整備された大円寺の石造物群

伏目海岸の噴気帯
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詫
摩
　
純
三 
氏

【
瀬
崎
　
73
歳
】

山
下
　
建
二 

氏

【
湊
南
　
73
歳
】

受賞を喜ぶ中村館長（中央左）と末吉主事（中央右）

慰霊碑に手を合わせる参列者

ストリートピアノの伴奏で合唱する参加者

くす玉を割り完成を喜ぶ関係者

　丹波校区公民館が、文部科学大臣表彰を受賞しま
した。地域にある自治公民館と連携して自主講座を
開設し、校区公民館が地域住民の生涯学習や世代間
交流、青少年の健全育成の場となっていることなど
が高く評価されました。３月10日、豊留市長に受賞
報告を行った中村敬輔校区公民館長は、「地域の人た
ちのボランティア意識が高く、その行動が実を結び
ました」と受賞の喜びを話しました。

３月27日、比島の地に眠る英霊を慰めようと、花
瀬望比公園で戦没者慰霊行事が行われました。県内
外から約1,000人の遺族や関係者らが参列し、太平
洋戦争の激戦地フィリピンで亡くなった約47万６千
人の英霊の冥福を祈りました。式典では、県遺族連
合会の上村祥子さんが、「大戦から69年。目覚しい発
展を遂げた日本が、尊い犠牲の上にあることを忘れ
てはならない」と慰霊の言葉を述べました。

地 域と連携した活動が評価

英 霊の鎮魂を祈る

丹波校区公民館が文部科学大臣表彰

比島戦没者慰霊行事が開催

東日本大震災から丸３年となる今年の３月11日、
中央通商店街振興組合（濵田一生理事長）が主催し、
「ストリートピアノでつなぐ祈りのハーモニー」が
行われました。ＪＲ指宿駅前に集まった約60人が黙
祷
とう

を行ったあと、復興支援ソング「花は咲く」など
を合唱し、被災地の復興を祈りました。濵田理事長
は、「被災地の再生は長い道のりだと思うが、今後も
指宿から温かい声を届けていきたい」と話しました。

　３月28日、指宿南九州消防組合の消防・救急業務
の拠点となる、指宿消防署庁舎の落成式が行われま
した。新庁舎は、鉄筋コンクリート造４階建てで延
床面積は約2,188㎡、敷地内には中層建物火災に対
応した訓練棟も設置しています。総事業費は約６億
１千万円。式典で同組合管理者の豊留市長は、「住民
が安心して暮らし、地域産業の発展に寄与できるよ
う努めます」と式辞を述べ、完成を祝いました。

被 災地へ贈るハーモニー

管 内防災の拠点として

東日本大震災の復興を祈る

指宿消防署庁舎で落成式

Zoom up Ibusuki

ズームアップいぶすき

平成２年10月旧指宿市議会議員に初当選し、通算15年余りの長きにわた
り市勢の発展と地方自治振興のために尽力され、特に農林水産業や商工観
光業の振興、教育文化や住民福祉の向上に大きく貢献されました。平成14
年10月から平成16年10月までの約２年間は市議会副議長の要職を務め、執
行機関との綿密な連携を保ち、卓越した指導力をもって議会内の意見を取
りまとめるなど、市政の当面する諸問題解決に献身的に取り組まれた功績
は多大なものがあります。また、指宿商工会議所議員を21年余り務めると
ともに、現在は指宿青色申告会会長に就任されるなど、公正で公平な税制
の確立に取り組まれ、商工業の発展にも貢献されています。

　平成14年に指宿市観光協会会長に就任し、協会の経営安定化に努められ
ました。平成16年の九州新幹線部分開業と平成23年３月の全線開業時には、
ＪＲ指宿駅構内の観光案内所リニューアルや直営売店のオープン、電動ア
シスト付き自転車「いぶりん号」のレンタル開始など、数々の施策を展開
し、観光産業の発展に尽力されました。また、平成21年４月に発足した指
宿港海岸保全推進協議会においては、設立時から会長職を務め、安全・安
心な指宿港海岸の早期整備の必要性を国・県などへ強く働き掛けるなどさ
まざまな活動に取り組まれました。観光・商工関係者からの信望も厚く、
市勢の発展と産業経済振興のために多大な貢献をされています。

　ヤマダ電機女子陸上部が３月９日から11日間、順
天堂大学陸上競技部が３月21日から６日間、合宿に
訪れました。初めての来指となる両チームに市は、
奨励品などを贈呈し、選手らを温かく歓迎しました。
また、３月12日には指宿商業高校の陸上部の部員と
ヤマダ電機の選手らとの合同練習会が開催。高校生
らは、トップアスリートとインターバルなどの練習
を行い、プロの実力を肌で感じていました。

春 の指宿を駆け抜ける
２団体にスポーツ合宿奨励品を贈呈

順天堂大学陸上競技部 ▼

▲ヤマダ電機女子陸上部

まちの話題

平成26年 市民表彰
受章おめでとうございます

　市民表彰は、さまざまな分野にわ
たり本市の発展に貢献された人を表
彰するものです。
　３月31日に市役所で行われた式典
では、次の２人が表彰されました。

【市民表彰を受章された皆さん】
地方自治部門　詫摩純三氏
産業経済部門　山下建二氏
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オークション販売を行う豊留市長

堀之内シモさん

復元された墓石に手を合わせる参列者

　４月４日から３日間、福岡のイオンモール福津で、
「鹿児島うまいものフェア」が開催されました。店
内の特設ブースに鹿児島県内のおいしいものがズラ
リと並ぶ中、本市から６事業所が出店。すり身や鰹

かつお

本枯節、山川漬などの特産品を多くの人が買い求め
ていました。また、４日には特設ステージで豊留市
長がトップセールスを実施。特産品のオークション
販売などを行い、会場を盛り上げました。

ト ップセールスで特産品をＰＲ
福岡で「鹿児島うまいものフェア」が開催

　堀之内シモさん（荒田）が、３月30日に満100歳
を迎えました。市と市社会福祉協議会は、祝い金と
記念品を贈り長寿を祝いました。堀之内さんは現在、
グループホーム 童

ど り ー む

里夢で元気に過ごしています。
長寿の秘けつを尋ねると、「若いころから自家製しょ
うゆや味

み そ

噌にこだわっていたことと話好きなところ
でしょうか」（堀之内さんの親族）と話してくれまし
た。いつまでも元気で長生きしてください。

　小田千手観音保存会（増元浩二会長）が、市の提
案公募型補助事業を活用し、小田公民館近くの墓地
に明治初期の廃

はいぶつきしゃく

仏毀釈で散在した墓石など６体を復
元しました。４月６日、この墓石の鎮魂祭が公民館
近くの墓地で行われ、地域住民ら約60人が参列。復
元された墓石を前に思いを巡らせました。増元会長
は、「歴史ある文化財を多くの人に知ってもらい、大
切にする気持ちを持ってほしい」と話しました。

（関連記事：13ページ）

い つまでも長生きを

地 域住民で文化財保護

100歳長寿を祝う

小田公民館近くの墓地で鎮魂祭

まちの話題

名車に興味津々の来場者

　３月30日、かいもん山麓ふれあい公園レクリエー
ション広場で、九州オールドカーフェスタin指宿か
いもんが催されました。70・80年代に活躍した往年
の名車や単車を中心に140台が一堂に集結。今なお
輝きを保ちながら多くの観客を魅了していました。
来場者は、オーナーらの話を聞きながら当時を懐か
しみ車談議に夢中。また、指宿マルシェも開催され、
多くの人でにぎわいました。

オ ーナー自慢の名車勢ぞろい
九州オールドカーフェスタが開催

情報掲示板

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

6月
2014

29 30

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

5月
2014

■
日
時　

５
月
５
日（
月
）８
時
30

分
〜
17
時

■
開
放
す
る
施
設　

指
宿
総
合
体

育
館
、
指
宿
テ
ニ
ス
場
、
サ
ン

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
い
ぶ
す
き
、
山

川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ

＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育

館
、 

開
聞
総
合
体
育
館

■
対
象　

市
内
の
児
童
・
生
徒
お

よ
び
引
率
の
保
護
者
な
ど

※
照
明
を
使
用
し
た
場
合
は
、
実

費
と
な
り
ま
す
。

※
使
用
者
は
、
必
ず
窓
口
で
受
け

付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　クリーン指宿は、快適で住みやすい
環境をつくるための市民参加による
清掃作業です。皆さんの協力をお願い
します。
■期日　５月11日（日）　※雨天中止
問い合わせ先
　クリーン指宿市民会議事務局
　☎㉒5550

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
総
合
体
育
館

☎
㉒
３
５
１
１

■
日
時　

５
月
11
日（
日
）

○
開
場
11
時

○
開
演
13
時

■
場
所　

市
民
会
館

■
内
容　

日
本
舞
踊
、
三
味
線
、

大
正
琴
な
ど

■
入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

日
舞
雅
流
雅
会　

　

湯
之
上
ハ
ナ
エ

　

☎
㉒
２
８
５
３

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

　

「
指
宿
ま
る
ご
と
博
物
館
」
を

楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

歴
史
や
火
山
な
ど
の
専
門
家
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

指
宿
の
歴
史
に
つ
い
て
、
最
新

資
料
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
橋
牟
礼
川
遺
跡
の
国

指
定
史
跡
化
90
年
と
、
開
聞
岳
の

噴
火
か
ら
１
１
４
０
年
目
と
な
り

ま
す
。

■
日
時　

５
月
17
日（
土
）13
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

遺
跡
・
遺
物
か
ら
読
み

取
る
指
宿
の
新
し
い
歴
史　

■
講
師　

上
村
俊
雄
氏
（
鹿
児
島

大
学
名
誉
教
授
・
元
指
宿
市
文

化
財
保
護
審
議
会
長
）

■
対
象　

一
般

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
①

春
の
星
座
と
火
星
・
土
星
を
見
よ

う
！

　

日
本
の
四
季
に
合
わ
せ
て
、
星

空
や
惑
星
な
ど
の
観
察
会
を
行
い

ま
す
。

　

夜
空
を
眺
め
な
が
ら
、
季
節
の

ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
17
日（
土
）19
時
30

分
〜
21
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場

■
内
容　

春
の
夜
空
に
広
が
る
星

座
を
探
し
ま
す
。
ま
た
、
地
球

に
接
近
し
た
火
星
、
大
き
な
輪

の
あ
る
土
星
を
天
体
望
遠
鏡
で

観
察
し
ま
す
。

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

市
体
育
施
設
の

無
料
開
放

指
宿
芸
能
の
会

芸
能
の
祭
典

催
し

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

のクリーン指宿

こ
ど
も
の
日

 

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
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Information情報掲示板

○
中
学
生
〜
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員　

24
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

５
月
15
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

運
営
委
員
会
（
か
い
も
ん
山
麓

ふ
れ
あ
い
公
園
内
）

　

☎
32
５
５
６
６

■
日
時　

５
月
24
日（
土
）18
時
〜

　

22
時

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
対
象　

市
内
居
住
の
社
会
人

■
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
今

年
度
協
会
未
登
録
者
は
、
１
人

５
０
０
円
で
登
録
が
必
要
）

■
試
合
方
法　

４
人
制

■
申
込
締
切
日　

５
月
19
日（
月
）

　

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

　

指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

会
長　

園
田
ト
ヨ
子

　

☎
㉕
２
７
８
３

■
期
日　

５
月
25
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

９
時
30
分
ま
で
に
指
宿

港
（
太
平
次
公
園
）

■
終
了
時
刻　

12
時
予
定

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

無
料

○
非
会
員　

３
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
を
含
む
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

５
月
22
日（
木
）

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
廣
森
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
廣
森
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

　

一
般
財
団
法
人
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス

医
学
研
究
財
団
で
は
、
最
先
端
の

が
ん
治
療
で
あ
る
粒
子
線
治
療
に

つ
い
て
、
県
民
に
広
く
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
「
闘
わ
な
い
が

ん
治
療
」
と
題
し
、
公
開
講
座
を

行
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
17
日（
土
）13
時
30

分
〜
16
時
30
分

■
場
所　

宝
山
ホ
ー
ル
（
鹿
児
島

市
山
下
町
５
番
３
号
）

■
入
場
料　

無
料

■
内
容　

○
講
演
Ⅰ

・
演
題
「
が
ん
治
療
に
お
け
る
粒

子
線
治
療
の
役
割
」

・
講
師　

不
破
信
和
氏
（
兵
庫
県

　

立
粒
子
線
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
）

○
講
演
Ⅱ

・
演
題
「
指
宿
で
の
が
ん
粒
子
線

治
療
」

・
講
師　

菱
川
良
夫
氏
（
メ
デ
ィ

ポ
リ
ス
が
ん
粒
子
線
治
療
研
究

セ
ン
タ
ー
長
）　

問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス

医
学
研
究
財
団

　

☎
㉔
３
７
１
１

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス

公
開
講
座

演
芸
大
会

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

５
月

コ ー ス マ ッ プ

５
月指宿トライアスロン大会５
月

5/18【日】5/18
　アスリートたちの挑戦に、皆さんの声援を
お願いします。

指宿トライアスロン大会指宿トライアスロン大会指宿トライアスロン大会
9：00 スタート

【日】
指宿総合体育館
およびその周辺

　港の繁栄と航海の安全を祈願して、第81回山川みなと祭りが開催されます。
　船団パレードや街頭パレード、祝賀演芸会など、さまざまな催しでにぎわい
ます。前日には花火大会も開催され、夜空と水面に大輪の花を咲かせます。ぜ
ひ、ご来場ください。

問い合わせ先　菜の花商工会本所　☎341141

問い合わせ先　指宿スポーツフェスタ第28回指宿トライアスロン大会事務局　☎㉕4720

指宿スポーツフェスタ

第28回

５月31日（土）
20：00～ 花火大会
※雨天順延

前夜祭

ます。前日には花火大会も開催され、夜空と水面に大輪の花を咲かせます。ぜ

６月１日（日）
 ８：30～ 船団パレード
10：00～ 街頭パレード
12：00～ 祝賀演芸会

本 祭

場所 山川港水揚げ場およびその周辺

第
81
回山川みなと祭り

指宿の祭りはここからはじまる！

　

山
川
ツ
マ
ベ
ニ
少
年
太
鼓
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
さ
わ
や

か
会
の
一
員
と
し
て
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
支
援
を
目
的
と
し
た

演
芸
大
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
18
日（
日
）13
時
〜

　

16
時

■
場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

１
０
０
０
円
（
小
学

生
以
下
無
料
）

■
内
容　

山
川
ツ
マ
ベ
ニ
少
年
太

鼓
に
よ
る
演
奏
、
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
、
フ
ラ
、
マ
ジ
ッ
ク　

ほ

か
問
い
合
わ
せ
先

　

山
川
ツ
マ
ベ
ニ
少
年
太
鼓
（
担

当
・
西
）

　

☎
０
８
０
–
５
２
４
８
–
０
５
０
３

■
日
時　

５
月
18
日（
日
）９
時
〜

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
料

○
大
人　

１
０
０
０
円

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

初
夏
か
お
る

潮
騒
ウ
オ
ー
ク

問い合わせ先　いぶすきアロハのまちづくり実行委員会（指宿市観光協会内）　☎㉒3252

■入場料　無料
※ただし、競技会の観覧は、大人1,000円、中学生以下500円が必要です。

　指宿に初夏の訪れを告げる「い
ぶすきフラフェスティバル」が
開催されます。競技会をはじめ、
街角フラやフラ講師によるステ
ージ披露など、華やかな内容と
なっています。
　音楽に合わせ、軽やかに舞い
踊る出演者と共に、南国の雰囲
気を感じてみませんか。

いぶすきフラフェスティバル
6月6日(金)～8日(日)
会場 指宿いわさきホテルJ-BOX 他

9:00 14:00 15:00 16:00 18:00 19:0013:00 17:0010:00 11:00 12:00

エキジビション（発表会）

ワークショップ（講習会）

ゲストステージ

６月７日
（土）

６月８日
（日）

エキジビション（発表会）

街角フラ

コンペティション（競技会） 表彰式６月６日
（金）

ワークショップ（講習会） ワークショップ（講習会）

第11回
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Information情報掲示板

　

街
頭
パ
レ
ー
ド
踊
り
連
の
参
加

者
、
演
芸
会
の
出
演
者
を
募
集
し

ま
す
。

■
申
込
方
法　

菜
の
花
商
工
会
本

所
に
設
置
し
て
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
締
切
日　

５
月
16
日（
金
）

※
演
芸
会
は
出
演
枠
が
あ
る
た
め
、

調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

菜
の
花
商
工
会
本
所

　

☎
34
１
１
４
１

　

FAX
34
１
１
４
３

　

農
業
振
興
を
図
る
目
的
で
、
認

定
農
業
者
な
ど
を
対
象
に
農
業
用

の
ハ
ウ
ス
建
設
や
農
業
用
機
械
・

付
属
機
器
を
購
入
す
る
際
の
資
金

と
し
て
、
１
戸
当
た
り
２
０
０
万

円
以
内
（
そ
の
他
の
資
材
な
ど
の

農
業
経
営
に
必
要
な
経
費
は
、
１

○
耕
地
面
積
10
ａ
以
上
を
有
し
、

家
畜
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
農

家
■
貸
付
金
額　

家
畜
の
購
入
金
額

の
７
割
以
内

■
貸
付
金
利　

無
利
子

■
連
帯
保
証
人　

２
人
（
同
一
生

計
で
な
い
、
保
証
能
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人
）

■
貸
付
時
期　

８
月
末
頃
（
貸
付

日
以
降
の
購
入
家
畜
が
対
象
と

な
り
ま
す
。）

■
償
還
期
間

○
牛　

１
年
据
置
後
４
年
以
内

○
豚　

１
年
据
置
後
３
年
以
内

■
申
込
方
法　

農
政
課
畜
産
係
に

設
置
し
て
あ
る
「
家
畜
購
入
資

金
貸
付
申
請
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

■
申
込
締
切
日　

５
月
30
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
６
）

０
０
万
円
以
内
）
の
貸
し
付
け
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
貸
付
期
間
は
、

金
額
に
応
じ
て
５
〜
８
年
以
内
で

す
。
た
だ
し
、
基
金
に
は
限
り
が

あ
り
、
補
助
事
業
や
農
業
制
度
資

金
を
活
用
す
る
場
合
な
ど
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
政
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
１
）

　

牛
ま
た
は
豚
の
購
入
に
か
か
る

資
金
の
一
部
を
無
利
子
で
貸
し
付

け
る
、
平
成
26
年
度
家
畜
購
入
資

金
の
借
り
入
れ
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象　

経
営
の
改
善
を
図
ろ
う

と
す
る
市
内
の
農
業
従
事
者
で
、

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

○
牛
は
常
時
３
頭
以
上
、
豚
は
常

時
繁
殖
豚
３
頭
以
上
ま
た
は
肥

育
豚
50
頭
以
上
を
飼
養
し
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
多
頭
化
し
よ

う
と
す
る
農
家

○
畜
種
を
優
良
家
畜
に
転
換
し
よ

う
と
す
る
農
家

　

市
で
は
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

温
か
く
見
守
り
・
支
援
す
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
の
会
合
、
企
業
や
商
店
の
研

修
、
学
校
で
の
授
業
に
講
師
が
出

向
き
、
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
者
に
は
、
認
知
症
の
理
解

者
で
あ
る
証
と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
地
域
に

増
や
し
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

職
場
、
学
校
な
ど
、
お
お
む
ね

10
人
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ

る
団
体

※
10
人
に
満
た
な
い
場
合
で
も
、

開
催
は
可
能
で
す
。

■
時
間　

60
分
〜
90
分
程
度

※
時
間
調
整
は
可
能
で
す
。

■
講
師　

市
か
ら
派
遣
し
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

開
催
を
希
望
す
る

日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
長
寿

介
護
課
高
齢
者
支
援
係
に
設
置

し
て
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
係

（
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

募
集

街
頭
パ
レ
ー
ド
・　

演
芸
会
の
参
加
者

認
知
症

　 

を
知
ろ
う

山
川
み
な
と
祭
り

農
業
振
興
促
進
基
金

無
利
子
で
貸
し
付
け

家
畜
購
入
資
金

無
利
子
で
貸
し
付
け

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

オレンジリング

　

毎
年
、
65
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
と
し
た
高
齢
者
の
実
態
調
査
を
、

各
地
区
の
民
生
委
員
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
高
齢
者
の
状
況

把
握
の
基
礎
資
料
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
対
応

や
緊
急
時
の
関
係
者
へ
の
連
絡
、

見
守
り
活
動
な
ど
の
参
考
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
で
知
り
え
た
個
人

情
報
な
ど
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
行
政
に
必
要
な
基

礎
資
料
と
な
る
大
切
な
調
査
で
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

　

被
害
や
事
故
な
ど
が
発
生
し
な

い
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

※
天
候
に
よ
り
航
空
防
除
予
定
日

時
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
注
意
事
項

○
散
布
当
日
は
、
松
林
内
へ
の
立

ち
入
り
や
海
岸
で
の
釣
り
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。

○
薬
が
車
に
か
か
る
と
、
塗
装
が

変
色
し
た
り
、
剥
げ
た
り
し
ま

す
。
松
林
の
近
く
に
駐
車
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

○
ビ
ワ
園
や
養
魚
池
な
ど
は
、
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
で
被
覆
し
て
く
だ

さ
い
。

○
自
家
用
で
ハ
チ
を
飼
っ
て
い
る

人
は
、
被
覆
な
ど
を
し
て
ハ
チ

を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

○
薬
の
か
か
っ
た
飼
料
な
ど
は
、

１
週
間
程
度
経
過
し
て
か
ら
与

え
て
く
だ
さ
い
。

○
ポ
ン
カ
ン
園
な
ど
は
、
防
除
近

接
日
の
ボ
ル
ド
ー
液
散
布
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

協
力
し
て
く
だ
さ
い

 

松
く
い
虫
の
航
空
防
除

航空防除予定日時 離発着場所 地域 散布予定区域

６月３日（火）
５：00 ～９：00

かいもん山麓
ふれあい公園
（芝生広場）

開聞
○国有林（開聞岳周辺）
○開聞岳山麓一帯、ゴルフ場周辺、
宝台、荷辛路

【無人ヘリ散布】
５月19日（月）以降

※詳しくは、問い合わせてください。

指宿
山川
開聞

○大山崎
○戸ヶ峯、長崎鼻周辺
○かいもん山麓ふれあい公園周辺、
花瀬望比公園一帯、入野・物袋海
岸一帯

　

お
お
む
ね
30
〜
60
代
の
男
性
を

対
象
に
、
食
事
の
知
識
や
料
理
の

技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
の
栄
養

塾
を
開
催
し
ま
す
。
自
分
や
家
族

の
健
康
を
、
食
事
か
ら
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

○
６
月
13
日（
金
）
18
時
〜
21
時

○
６
月
24
日（
火
）
18
時
〜
21
時

○
６
月
28
日（
土
）
10
時
〜
13
時

■
場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る

講
話
や
料
理
初
心
者
を
対
象
と

し
た
調
理
実
習

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
５
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
指
導
係
（
指

宿
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

　

平
成
26
年
度
の
指
宿
市
新
小
田

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
資
格　

市
内
に
３
年
以
上
居
住

す
る
人
の
子
弟
で
、
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
人

○
本
市
に
居
住
し
、
高
等
学
校
に

在
学
し
て
い
る
こ
と

○
学
費
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
こ
と

○
学
業
お
よ
び
素
行
が
優
秀
、
か

つ
身
体
強
健
で
あ
る
こ
と

■
支
給
額　

月
額
５
０
０
０
円

■
募
集
人
員　

10
人

■
申
込
方
法　

在
学
し
て
い
る
学

　

校
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
市
外
の
学
校
へ
在
学
し
て
い
る

人
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
20
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

新
小
田
奨
学
生

お
知
ら
せ

高
齢
者
の
実
態
調
査

男
の
一
人
前
☆
栄
養
塾

食
事
ヘ
ル
シ
ー
！

内
容
ガ
ッ
ツ
リ
！
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Information情報掲示板

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
は
、
毎
年
５
月
12
日
を
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
か
ら
１
週
間
を
活
動
強
化

週
間
と
し
て
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
や
そ
の
活
動
に
つ
い
て
、
よ

り
一
層
の
理
解
促
進
と
周
知
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

「
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い
や
り
」

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、

安
心
・
安
全
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
多
く
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

心
配
事
や
悩
み
事
な
ど
１
人
で

抱
え
込
ま
ず
に
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
応
じ

て
、
適
切
な
関
係
機
関
へ
の
つ
な

ぎ
役
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
支
援
が

必
要
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
を

把
握
し
、
安
否
確
認
な
ど
を
行
い

ま
す
。

「
地
域
社
会
か
ら
子
ど
も
の
虐
待

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
」

　

児
童
虐
待
に
よ
っ
て
傷
つ
き
、

成
長
や
発
達
が
妨
げ
ら
れ
、
と
き

に
は
尊
い
命
さ
え
奪
わ
れ
て
し
ま

う
痛
ま
し
い
事
件
が
、
全
国
各
地

で
起
き
て
い
ま
す
。

　

「
お
か
し
い
」「
何
か
変
だ
」
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
34
１
１
１
１
（
内
線
１
１
８
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
１
３
８
）

　

平
成
24
年
４
月
以
降
、
森
林
の

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
人
は
、

市
町
村
長
へ
の
事
後
届
け
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象　

個
人
、
法
人
を
問
わ
ず

　

売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林

の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
人

※
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地

売
買
契
約
の
届
け
出
を
し
て
い

る
人
は
対
象
外
で
す
。

■
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、

　

取
得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村

長
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
方
法　

耕
地
林
務
課
林
務

　

管
理
係
に
設
置
し
て
あ
る
届
出

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
添
付
書
類
と
し
て
、
登
記

事
項
証
明
書
（
写
し
も
可
）
ま

た
は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
、

権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か

る
書
類
の
写
し
や
土
地
の
位
置

を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

※
届
出
書
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

　

大
牟
礼
一
丁
目
〜
五
丁
目
、
湊

一
丁
目
〜
四
丁
目
、
湯
の
浜
一
丁

目
〜
六
丁
目
に
お
い
て
、
住
居
表

示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
れ
ら
の
区
域
内
で
、
建
物
を

新
築
・
取
り
壊
し
を
す
る
際
は
、

住
居
表
示
の
申
請
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
改
築
し
た
場

合
は
住
居
番
号
が
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
住
居
表
示
の
届
け
出

建
物
の
入
り
口
の
位
置
が
確
認

で
き
る
図
面
、
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
居
番

号
を
新
た
に
付
番
し
、
証
明
書

が
発
行
さ
れ
た
後
、
住
民
異
動

届
な
ど
の
手
続
き
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
企
画
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員

森
林
の

土
地
所
有
者
届
出
制
度

　市営唐船峡そうめん流しは、年中無休
で営業しています。家族や気の合う仲間
同士でお越しください。

※営業時間は、天候などにより変更する
ことがあります。

問い合わせ先
　市営唐船峡そうめん流し　☎322143

■営業時間 　　　 （営業開始10：00）

市営唐船峡そうめん流し

営業時間のご案内

期　　　間 ラストオーダー

５月７日（水）～６月30日（月） 17：00

７月１日（火）～31日（木） 19：00

８月１日（金）～31日（日） 20：00

９月１日（月）～30日（火） 19：00

10月１日（水）～31日（金） 17：00

　

農
地
に
家
や
農
業
用
倉
庫
を
建

て
る
場
合
、
ま
た
、
相
続
な
ど
に

よ
り
農
地
の
所
有
者
が
変
更
に
な

っ
た
場
合
や
農
地
の
売
買
、
転
用
、

形
状
変
更
を
行
う
場
合
は
、
申
請

や
届
け
出
が
必
要
で
す
。

「
農
振
法
」
に
基
づ
く
手
続
き

　

国
は
、
総
合
的
な
農
業
振
興
を

図
る
必
要
が
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、

そ
の
地
域
の
整
備
に
関
し
、「
農
業

振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
農
振
法
）」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
農
振
法
に
基
づ
き
、
県
が

農
業
振
興
地
域
を
定
め
、
市
は
こ

の
農
業
振
興
地
域
内
に
農
用
地
区

域
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

農
用
地
区
域
は
、
守
る
べ
き
農

地
と
し
て
指
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
住
宅
や
農
業
用
倉
庫
な
ど
、

農
用
地
以
外
の
用
途
に
利
用
す
る

場
合
、
区
域
か
ら
の
除
外
や
用
途

変
更
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
住

宅
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
農

地
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
か
ら
許
可
ま
で
に

は
、
お
よ
そ
６
カ
月
を
要
し
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
経
た
後
、
農
業
委

員
会
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
や
提
出
書
類
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

「
農
地
法
」
に
基
づ
く
手
続
き

○
農
地
を
耕
作
す
る
目
的
で
所
有

権
や
賃
貸
権
な
ど
の
権
利
移
転

を
行
う
場
合
は
、
農
地
法
第
３

条
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
遺
産
相
続
な
ど
に
よ
る

権
利
取
得
の
場
合
は
、
速
や
か

に
農
業
委
員
会
へ
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
農
地
を
宅
地
や
駐
車
場
な
ど
農

地
以
外
の
も
の
に
転
用
す
る
場

合
、
ま
た
は
農
地
に
２
ａ
未
満

の
農
業
用
施
設
の
建
設
や
30
㎝

以
上
の
削
土
や
盛
土
に
よ
り
形

状
変
更
を
す
る
場
合
は
、
農
地

法
の
許
可
や
届
け
出
が
必
要
で

す
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場

合
、
原
状
回
復
や
罰
則
が
科
せ

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
と
提
出
期
限

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
農
振
法
に
基
づ
く
申
請
な
ど

農
政
課
農
政
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
１
）

○
農
地
法
に
基
づ
く
申
請
な
ど

農
業
委
員
会
農
地
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
１
）

農
地
の
利
用
変
更
は
申
請
や
届
け
出
を

許可を
受ける月

申請書・届け出
提出期限

許可を
受ける月

申請書・届け出
提出期限

６月 ５月30日（金） 11月 10月31日（金）

７月 ６月30日（月） 12月 11月26日（水）

８月 ７月31日（木） １月 12月26日（金）

９月 ８月29日（金） ２月 １月30日（金）

10月 ９月30日（火） ３月 ２月27日（金）

　

荒
廃
し
た
耕
作
放
棄
地
を
引
き

受
け
て
作
物
生
産
を
再
開
す
る
農

業
者
、
農
業
者
組
織
、
農
業
参
入

法
人
な
ど
が
行
う
再
生
作
業
や
土

づ
く
り
、
作
付
け
・
加
工
・
販
売

の
試
行
に
必
要
な
施
設
の
整
備
な

ど
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
支
援

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付
金

■
事
業
内
容　

①
耕
作
放
棄
地
を
再
生
利
用
す
る

活
動
へ
の
支
援

　

荒
廃
し
た
耕
作
放
棄
地
の
再
生

作
業
や
再
生
農
地
へ
の
作
物
の

導
入
、
試
験
販
売
な
ど
の
取
り

組
み
を
支
援
し
ま
す
。

○
再
生
作
業
（
雑
草
・
雑
木
の
除

去
な
ど
）お
よ
び
土
づ
く
り（
肥

料
、有
機
質
資
材
の
投
入
な
ど
）

・
定
額
支
援　

５
万
円
／
10
ａ

※
重
機
を
用
い
て
行
う
場
合
は
、

事
業
費
の
１
／
２
以
内
な
ど

・
土
づ
く
り　

２
万
５
千
円
／
10
ａ

※
２
年
目
に
必
要
な
場
合
の
み

○
営
農
定
着　

２
万
５
千
円
／
10
ａ

※
再
生
農
地
へ
の
作
物
の
導
入
な

ど
耕
作
放
棄
地
の

再
生
支
援

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
対
策
事
業

住
居
表
示
の
申
請
を

大
牟
礼
・
湊
・
湯
の
浜

②
施
設
な
ど
の
整
備
へ
の
支
援

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
に
必

要
な
基
盤
整
備
や
農
業
用
機
械
・

施
設
、
貯
蔵
施
設
、
農
業
体
験

施
設
な
ど
の
整
備
を
支
援
し
ま

す
。

○
施
設
な
ど
の
整
備

・
基
盤
整
備
（
用
排
水
施
設
の
整

　

備
な
ど
）、乾
燥
調
整
貯
蔵
施
設
、

　

集
出
荷
貯
蔵
施
設
、
農
業
体
験

　

施
設
（
市
民
農
園
な
ど
）、農
業

用
機
械
・
施
設
な
ど
の
整
備　

事
業
費
の
１
／
２
以
内
な
ど

○
小
規
模
基
盤
整
備　

２
万
５
千

円
／
10
ａ

③
戦
略
作
物
な
ど
を
栽
培
す
る
活

動
へ
の
支
援

　

土
地
所
有
者
に
よ
る
再
生
作
業

お
よ
び
農
用
地
区
域
外
（
市
街

化
区
域
は
除
く
）
に
お
け
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
支
援
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
２
）
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○土地に埋蔵されているため、存
在が知られていないものが多い。
○存在が知られていても、地中に
埋もれているため、その範囲を
正確に把握することが難しい。
○発掘調査などをしてみないと性
格や価値が明らかとならない場
合が多い。

　埋蔵文化財には次のような特徴
があります。

　

市
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
約
１
４

０
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
多
く
は
、
土
器
や
石
器
が
畑

で
拾
わ
れ
た
り
、
工
事
中
に
発
見

さ
れ
た
り
し
て
分
か
っ
た
も
の
で

す
。
遺
跡
や
そ
こ
か
ら
出
土
し
た

土
器
や
石
器
は
、「
埋
蔵
文
化
財
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

住
居
跡
や
水
田
、
畑
の
跡
、
そ

し
て
古
墳
な
ど
当
時
の
地
表
面
に

残
さ
れ
て
い
る
生
活
の
跡
も
こ
れ

に
含
ま
れ
ま
す
。

　

文
字
の
な
い
時
代
や
記
録
に
残

っ
て
い
な
い
過
去
の
歴
史
や
文
化

を
知
る
唯
一
の
手
掛
か
り
が
埋
蔵

文
化
財
な
の
で
す
。

　

文
化
財
は
わ
が
国
の
歴
史
、
文

化
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
そ

し
て
現
在
に
伝
え
守
ら
れ
て
き
た

貴
重
な
私
た
ち
の
財
産
で
あ
り
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
理
解

す
る
た
め
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
資
料
で
す
。

　

ま
た
、
未
来
の
文
化
の
創
造
・

発
展
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

一
度
破
壊
さ
れ
る
と
二
度
と
再
現

す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
い

う
性
格
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
24
年
の
法
隆
寺
金
堂
の
炎

上
を
き
っ
か
け
に
、
貴
重
な
文
化

財
を
保
存
し
、
将
来
へ
大
切
に
伝

え
て
い
く
た
め
に
「
文
化
財
保
護

法
」
が
昭
和
25
年
に
作
ら
れ
ま
し

た
。
埋
蔵
文
化
財
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
地
内
や
そ
の
周
辺
で
、
住

宅
建
築
や
土
木
工
事
な
ど
の
開
発

事
業
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
文
化

財
保
護
法
に
基
づ
き
、
事
前
に
「
周

知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
お
け

る
土
木
工
事
等
に
つ
い
て
」
と
い

う
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

計
画
段
階
な
ど
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
工
事
該
当
地
が
「
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
で
あ
る
か
を

社
会
教
育
課
へ
照
会
し
て
く
だ
さ

い
。
工
事
に
着
手
す
る
日
の
60
日

前
ま
で
に
届
け
出
る
よ
う
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
に
関
す
る
書
類
、
遺
跡

の
地
図
な
ど
は
、
社
会
教
育
課
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
遺
跡

地
内
や
そ
の
周
辺
以
外
の
場
所
で

も
、
工
事
な
ど
で
埋
蔵
文
化
財
を

発
見
し
た
場
合
に
は
、
社
会
教
育

課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

工
事
の
前
に
は
届
け
出
を

埋蔵文化財の特徴

埋
蔵
文
化
財
と
文
化
財
保
護
法

　

行
政
相
談
が
、
次
の
日
程
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ

れ
ば
、
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

指
宿
地
域

■
期
日　

５
月
21
日（
水
）

■
時
間　

10
時
〜
15
時

■
場
所　
指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
担
当　

今
村
新
作　

　
　
　
　

☎
㉓
４
２
８
５

山
川
地
域

■
期
日　

５
月
19
日（
月
）

■
時
間　

10
時
〜
12
時

■
場
所　

小
川
区
集
落
セ
ン
タ
ー

■
担
当　

田
中
誠
一

　
　
　
　

☎
35
２
１
１
０

開
聞
地
域

■
期
間　

５
月
21
日（
水
）〜
23
日

　
（
金
）

■
時
間　

12
時
〜
15
時

■
場
所　

開
聞
農
業
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー

■
担
当　

村
山
陽
子

　
　
　
　

☎
32
４
８
１
４

行
政
相
談
週
間

埋
蔵
文
化
財
の
取
り
扱
い

貴
重
な
文
化
財
を
保
存
し
よ
う

　埋蔵文化財には次のような特徴

埋蔵文化財の特徴

情報掲示板 Information

　

い
場
合
、
１
期
初
回
接
種
は
６

日
〜
28
日
の
間
隔
を
お
い
て
２

回
、
１
期
追
加
接
種
は
そ
の
後

お
お
む
ね
１
年
の
間
隔
を
お
い

て
１
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
１
期
接
種
が
不
十
分
な
場
合
、

６
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
残

り
の
回
数
の
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

※
２
期
接
種
は
、
１
期
接
種
が
完

了
し
た
９
歳
以
上
の
人
が
接
種

で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
係　

　

☎
34
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
係

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　
（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
を
活
用
し
て
、
次
の
団
体
に

活
動
用
資
機
材
を
購
入
し
ま
し
た
。

市
女
性
消
防
隊

小
型
ポ
ン
プ
（
１
台
）、活
動
服

一
式
（
12
着
）、ア
ポ
ロ
帽
（
12

個
）、半
長
靴
（
12
足
）、消
防
ホ

ー
ス
（
３
本
）

大
成
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

バ
ル
ー
ン
投
光
器
（
１
台
）、テ

ン
ト
（
１
張
り
）、発
電
機
（
１

台
）、法
被
（
30
枚
）

問
い
合
わ
せ
先

　

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業

日
本
脳
炎
は
、
高
熱
や
頭
痛
、

嘔お
う
と吐

、
意
識
障
害
な
ど
を
引
き
起

こ
す
急
性
の
脳
炎
の
こ
と
で
す
。

国
は
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

後
に
重
い
副
反
応
が
あ
っ
た
事
例

を
受
け
て
、
平
成
17
年
度
か
ら
平

成
21
年
度
ま
で
の
間
、
接
種
の
勧

奨
を
控
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
期
間
、
接
種
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
に
は
、
「
救
済
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
人

は
、
救
済
制
度
の
対
象
者
で
す
。

接
種
が
不
足
す
る
人
は
、
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

○
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
20
歳
未
満
ま
で
の
間
に
接
種
で

き
ま
す
。

○
平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成
21

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
１
期
接
種
は
、
平
成
22
年
３
月

31
日
ま
で
に
完
了
し
て
い
な
い

場
合
、
７
歳
６
カ
月
に
至
る
ま

で
の
間
、
ま
た
は
９
歳
〜
13
歳

未
満
の
間
に
接
種
で
き
ま
す
。

■
接
種
方
法

○
１
期
接
種
を
全
く
受
け
て
い
な

　よかとこ通信は、広報紙の紙面を活用して、指
宿市と南大隅町の地域情報（イベント・観光地な
ど）を相互に発信し、両市町の魅力を紹介するコ
ーナーです。指宿市の話題を南大隅町の広報紙で
掲載し、南大隅町の話題を本市の広報紙で紹介し
ています。

　佐多岬展望公園内にある、708年創立の御崎神
社。綿

わ だ つ み

津見三
さんしん

神、住
すみよしさんじん

吉三神を祭神としてまつって
あり、最初は海浜の岩窟にあったといわれ、中世
に樺

かばやまひさたか

山久高という武将によって現在の御崎山中腹
に移されました。
　現在では、縁結びの神として、願掛けをしてい
る恋人たちが訪れています。毎年２月に行われる
「御崎祭り」はこの神社の神様が20㎞離れた神様
に会いに行くという南大隅の一大伝統行事です。

問い合わせ先
　南大隅町教育振興課　☎0994－24－3164

まちの情報交換

フェリーなんきゅうに乗って
出掛けよう

今月の話題

縁結びの神御崎神社
みさき

日
本
脳
炎
の予

防
接
種
救
済
制
度
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日

行　

事　

な　

ど

1
木

2
金

3
土　

憲
法
記
念
日

4
日　

み
ど
り
の
日

5
月　

こ
ど
も
の
日

こ
ど
も
の
日
市
体
育
施
設
の
無
料
開
放

6
火　

振
替
休
日

7
水

8
木

9
金

10
土

11
日
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売

芸
能
の
祭
典

春
の
ク
リ
ー
ン
指
宿

12
月

13
火
粗
大
ご
み
収
集（
福
元・町・大
山・利
永
区
）

14
水

15
木
県
行
政
書
士
会
の
無
料
相
談
会

16
金

17
土
学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
①

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
公
開
講
座

18
日
指
宿
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
第
28
回
指
宿
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
演
芸
大
会

19
月
行
政
相
談（
山
川
地
域
）

20
火
粗
大
ご
み
収
集（
成
川
・
小
川
・
岡
児
ヶ
水
・
浜
児
ヶ
水
区
）

21
水
行
政
相
談（
指
宿
地
域
）

行
政
相
談（
開
聞
地
域
）（
〜
23
日
）

22
木

23
金

24
土
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

25
日
初
夏
か
お
る
潮
騒
ウ
オ
ー
ク

26
月

27
火
粗
大
ご
み
収
集（
鰻・尾
下
区
）

28
水
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

29
木

30
金

31
土
山
川
み
な
と
祭
り（
〜
６
／
１
）

ま
す
。
ま
た
、
砂
む
し
の
係
の
人

の
気
配
り
に
と
て
も
心
癒
や
さ
れ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
75
歳　

女
性
）

　
　
　

薩
の
交
流
拠
点
に
な
れ
ば

　
　
　

と
整
備
さ
れ
た
砂
む
し
の

里
「
交
流
の
広
場
」。
公
園
内
に
は
、

指
宿
の
海
岸
を
一
望
で
き
る
展
望

台
や
指
・
足
湯
な
ど
が
設
置
さ
れ
、

ま
た
、
公
園
の
中
央
に
は
南
薩
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
記
し
た
地

図
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　

役
所
の
裏
に
よ
く
資
源
ご

　
　
　

み
を
持
っ
て
い
く
の
で
す

が
、
車
の
止
め
方
が
悪
い
の
を
よ

く
目
に
し
ま
す
。
特
に
縦
じ
ゃ
な

く
て
横
付
け
は
困
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
58
歳　

ツ
ル
）

　
　
　

源
ご
み
常
設
収
集
所
は
、

　
　
　

み
ん
な
が
利
用
す
る
場
所

で
す
。
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
使

　
　
　

月
２
日
に
行
わ
れ
た
山
川

　
　
　

ツ
マ
ベ
ニ
少
年
太
鼓
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
と

て
も
迫
力
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い

演
奏
で
素
敵
な
ひ
と
時
を
過
ご
せ

ま
し
た
。

　
　
　

（
29
歳　

ミ
ッ
フ
ィ
ー
）

　
　
　

域
の
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

　
　
　

ト
で
演
奏
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
山
川
ツ
マ
ベ
ニ

少
年
太
鼓
。
一
生
懸
命
な
姿
に
と

て
も
感
動
し
ま
す
。

　
　
　

む
し
の
里「
交
流
の
広
場
」

　
　
　

オ
ー
プ
ン
を
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
孫
た
ち
や
お

友
達
が
来
た
時
、
砂
む
し
や
広
場

の
足
湯
、
展
望
台
か
ら
錦
江
湾
を

眺
め
る
景
色
な
ど
に
喜
ぶ
と
思
い

　
　
　

月
９
日
の
開
聞
岳
、
見
ま

　
　
　

し
た
か
？
き
れ
い
な
雪
化

粧
。
と
て
も
気
品
高
く
見
え
、
薩

摩
富
士
の
名
に
恥
じ
な
い
堂
々
と

し
た
姿
で
し
た
よ
ね
。
ふ
る
さ
と

の
誇
り
で
す
。

　
　
　
　
　

（
58
歳　

ト
ミ
ー
）

　
　
　

合
目
付
近
ま
で
雪
化
粧
し

　
　
　

た
開
聞
岳
。
西
大
山
駅
か

ら
も
は
っ
き
り
確
認
で
き
ま
し
た
。

え
る
よ
う
、
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
だ

け
で
な
く
、
駐
車
マ
ナ
ー
に
も
気

を
つ
け
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ち
の
情
報
「
よ
か
と
こ
通

　
　
　

信
」
を
企
画
し
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
情
報
を
頼
り
に
、
さ
っ
そ

く
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
佐
多
岬
に

行
く
予
定
を
立
て
ま
し
た
。
ま
た
、

大
隅
に
渡
っ
て
か
ら
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
と
、
補
助
も
あ
る
そ
う

で
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

楽
し
い
小
旅
行
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
、
本

市
と
南
大
隅
町
が
ま
す
ま
す
発
展

し
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
72
歳　

女
性
）

　
　
　

月
中
旬
、
フ
ェ
リ
ー
な
ん

　
　
　

き
ゅ
う
に
乗
っ
て
南
大
隅

町
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
雄
川
の

滝
や
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
西
原
台
、

そ
し
て
佐
多
岬
。
佐
多
岬
で
は
、

赤
ち
ゃ
ん
を
背
負
っ
た
母
ザ
ル
に

も
会
え
ま
し
た
。
山
桜
も
咲
き
始

め
て
い
ま
し
た
の
で
、
春
を
感
じ

る
１
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
66
歳　

彦
星
）

　
　
　

か
と
こ
通
信
」
は
、
本
市

　
　
　

と
南
大
隅
町
の
地
域
の
情

報
を
相
互
に
発
信
し
、
両
市
町
の

魅
力
を
紹
介
し
よ
う
と
、
３
月
号

か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
。
広
報
紙

が
両
市
町
を
行
き
来
す
る
皆
さ
ん

の
き
っ
か
け
に
な
れ
る
よ
う
、
今

後
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　

月
、
向
吉
地
区
で
６
年
生

　
　
　

の
お
別
れ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
６
年
生
の
思

い
出
づ
く
り
に
と
、
父
兄
や
地
域

の
人
た
ち
約
60
人
が
、
約
３
時
間

40
分
か
け
て
力
走
。
最
後
は
、
子

ど
も
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。
６
年
生
や
地
区
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
い
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

　

（
38
歳　

向
吉
ま
ん
か
わ
会
）

　
　
　

ん
な
の
思
い
を
１
つ
の
バ

　
　
　

ト
ン
に
込
め
て
走
る
こ
と

で
、
地
域
の
絆
が
よ
り
深
ま
り
ま

し
た
ね
。
子
ど
も
の
成
長
を
見
守

る
地
域
の
人
た
ち
の
温
か
さ
を
感

じ
ま
す
。

※
６
／
６
〜
８　
い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３

３

３

市

ゴールを目指す子どもたち

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見などを掲
載しています。

砂

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい

地

南

７

ま

先

「
よ

み

資

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
35
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

図説　アジア文字入門
東京外国語大学
アジア・アフリカ言語文化研究所（編）
河出書房新社

図書館からのお知らせ
子ども読書週間の取り組み………………………
　指宿市立図書館では、「子どもの読書週間」に
各館で次の取り組みを行っています。
■指宿図書館
○職員おすすめの児童書の展示、ブックリスト
の配布

○しおりのプレゼント
■山川図書館
○職員おすすめの児童書をＰＯＰ（手書きの説
明）付きで紹介

○しおりのプレゼント

校区公民館や市役所で本が返せます……………
　校区公民館や市役所でも本を返却することが
できます。返却できる施設は次のとおりです。
○指宿市役所総合案内
○山川支所市民福祉課の窓口
◎開聞支所
◎池田校区公民館、今和泉校区公民館（火・水・
　金・土）
◎川尻ふれあい交流館（月・火・水・金）
※◎の施設では、返却処理が必要です。

今 月 の お す す め

おんなじ おんなじ おんなじね
苅田 澄子（作）
つちだ のぶこ（絵） 
学研教育出版

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

５
月
の
広
報
ご
よ
み

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

【内容】
　文字の宝庫アジアには、漢字やアラビア文字、インド系
文字、蒙古文字、ハングル、日本の仮名などたくさんの文字
が存在しています。アジア各国の文字を、豊富な写真ととも
に紹介した入門書として最適な一冊です。

【内容】
　みいちゃんのぱっちりおめめ、だれとおんなじ？ぴかぴか
おでこは？ぷくぷくほっぺは？一番身近な家族の中には、こ
んなにもたくさん「おんなじ」があった！「おんなじ」がいっ
ぱいあってうれしい気持ちになる、みいちゃんのお話です。

休館日

えほんのひろば（指宿図書館）…………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

一箱古本市（指宿図書館）………………10：00～16：00

しおり作り（山川図書館） ………………10：00～15：00

よるのおはなし会（指宿図書館）………19：30～20：00
演じ手：図書館職員

ふれあい映画会（山川図書館）…………14：00～14：40

おはなしのとびら（指宿図書館） ………10：30～11：15
演じ手：新西方保育園の先生方

Let's play with An-G（指宿図書館） …13：30～14：00

ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜

火曜

10日

４日

24日

９日

４日

18日

18日

５月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

公園中央の地図

雪化粧した開聞岳

曜
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元気にすくすく育って
ね

お兄ちゃんと仲良く元
気一杯遊んでね☆

池元　輝
き ら

空ちゃん

川野　弘
ひろ と

翔ちゃん
明るく元気に育ってねこうくん生まれてきて

くれてありがとう。

可愛らしく誰からも愛
される女の子に

古川　桐
とう こ

子ちゃん西　倖
こう き

輝ちゃん

塩先莉
り り あ

里愛ちゃん
元気一杯、スクスク伸
び伸びと育ってね♡♡

元気に生まれてきてく
れて、ありがとう☆

徳留陽
ひ ま り

茉莉ちゃん石割　結
ゆ な

菜ちゃん

～子どもはまちの宝です～

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

かぞく、みんな仲良く
♡

兄ちゃん達と沢山遊ん
で元気に大きくなあれ

今田　瑛
えいと

士ちゃん有村　達
たつ き

稀ちゃん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以
内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

*s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
「
Ⅰ

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
、
あ

な
た
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
）
が
主
語
に
な
っ

て
発
せ
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
指

し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
Ⅰ
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
は
、
発
信
す
る
人
の
私

（
Ⅰ
）
が
主
語
に
な
っ
て
発
せ
ら

れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
指
し
ま
す
。 

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
比
較
し
て
、
受

け
取
る
側
の
気
持
ち
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

母
「
早
く
家
に
帰
っ
て
こ
な
い
で

こ
ん
な
に
遅
い
時
間
ま
で
一
体

何
を
し
て
い
た
の
よ
」

子
「
分
か
っ
て
い
る
わ
よ
。
う
る

さ
い
な
」

「
Ⅰ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

母
「
あ
な
た
が
こ
ん
な
遅
い
時
間

ま
で
家
に
帰
っ
て
こ
な
い
か
ら
、

何
か
あ
っ
た
の
か
と
思
っ
て
心

配
し
て
い
た
わ
。
こ
れ
か
ら
は

時
間
を
気
に
し
て
ね
」

子
「
分
か
っ
た
。
明
日
か
ら
気
を

付
け
る
ね
」

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
は
、

母
が
子
に
対
し
て
「
あ
な
た
が
悪

い
」
と
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
相

手
を
責
め
る
言
い
方
を
し
た
こ
と

で
、
反
発
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で

す
。
一
般
的
に
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
で
は
、「
あ
な
た
は
こ
う
あ

る
べ
き
」「
こ
う
す
べ
き
」
と
い
う

断
定
的
な
響
き
や
感
情
的
な
評
価

を
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。

　

一
方
、「
Ⅰ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
伝

え
る
と
、
母
が
子
に
対
し
、
私
自

身
が
ど
う
感
じ
て
い
る
か
を
素
直

に
感
情
で
伝
え
て
い
ま
す
。
言
わ

れ
た
側
も
「
責
め
ら
れ
た
」
と
い

う
感
情
を
抱
き
に
く
く
、
素
直
に

そ
の
こ
と
を
認
め
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
、
今
日
か
ら
相
手
の

立
場
に
な
っ
て
「
Ⅰ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
言
葉
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

指
宿
地
域

大
迫　

芽め

い以　

上
吹
越　

康　

弘

な
つ
き

宮
田　

悠ゆ
う
な凪　

外
城
市　

貴　

久

ゆ
か
り

福
迫　

慧え

ま茉　

外
城
市　
　

誠　
真　

弥

岩
﨑
仁に

い

な
衣
菜　

二
月
田　

宏
二
郎

ま
ど
か

古
川　

桐と
う
こ子

※　　

宮　
　

浩　

仁

尚　

子

山
内　

悠ゆ

い衣　

玉　

利　

規　

雄

美
由
紀

西　
　

倖こ
う
き輝

※　

木
之
下　

亮　

二

英　

子

谷　
　

隼し
ゅ
ん
や也　

道　

上　

雄　

也

香　

菜

上
西
園
橙と

う
ご吾　

道　

上　

進　

二

　

梢　

川
野　

弘ひ
ろ
と翔

※　

北
十
町　

匡　

寛

奈　

央

打
越
莉り

り

あ
里
愛　
弥
次
ヶ
湯　

聖　

也

　

雅　

池
元　

輝き

ら空
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弥
次
ヶ
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真

奈
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之
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幸
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浩

江
理
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塩
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里
愛
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と
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北
﨑　
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ら輝　
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篤　
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合

西
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伸し
ん　
細
田
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山
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ぶ
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彬

真
奈
美
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保　
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市
外

田
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大
阪
府

大
阪
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友

物
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府
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太
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香

石
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結ゆ
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福
岡
県

北
九
州
市　
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千
夏
子

世
利　

政ま
さ
ゆ
き幸

※　

福
岡
県

福
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市　

政　

健

愛　

佳

樋　
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裕　
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46　

平　

原

中　

村　

章　

人　

55　

中　

村

馬　

場　

ス
ミ
ヱ　

76　

平　

原

山　

上　

ト　

ミ　

89　

清　

水

内　

村　

ナ
ミ
ノ　

83　

天
神
下

西　

口　

マ
ス
子　

87　

大　

石

大　

川　

ミ　

エ　

99　

森
松
西

國　

澤　

政　
　
　

99　

山　

神

東　

畑　

フ
サ
子　

83　

東　

上

福　

永　
　
　

惠　

82　

徳　

光

西　

村　

伊　

吉　

83　
　

中　

今　

村　

サ　

ミ　

96　

永　

田

川　

畑　

幸　

秀　

90　

愛
宕
下

迫　

田　

タ
ミ
エ　

81　

市
山
上

森　

永　

虎　

吉　

101　

野　

道

開
聞
地
域

鶴　

本　
　
　

學　

80　

川
尻
上

今　

井　

エ　

ダ　

103　
薩
摩
富
士
荘

住　

吉　

フ　

ミ　

99　

上　

手

福　

岡　

シ
ヅ
ノ　

90　

東
開
聞

室　

屋　

久　

美　

62　

上　

手

野　

口　

キ　

ミ　

91　

川
尻
北

宮　

原　

寿　

則　

26　

川
尻
中

上　

村　

正　

義　

81　

西
開
聞

松　

元　

澄　

雄　

78　

鎮　

守

前　

村　

喜　

盛　

87　

上
野
東

山　

上　

利　

盛　

88　

川
尻
西

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ　
　

　
　
　
　
　
　

山
川
福
祉
交
流
会

○
匿
名

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

３
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

指
宿
地
域

德　

岡　

ナ
ル
ミ　

98　

下　

門

橋　

口　

龍　

二　

60　

大
園
原

今　

林　

重　

哉　

84　

二
月
田

下
吹
越　

義　

則　

84　

久　

保

小　

村　

フ　

ヂ　

100　

片
野
田

肥　

後　

幸　

一　

82　

湊　

南

　
　

本　

ゆ　

里　

100　

田　

良

田
原
迫　

鐵　

郎　

80　

温　

湯

下
吹
越　

清　

行　

70　

迫　

南

南　
　
　

秀　

生　

59　

柳　

田

坂　

上　

フ
ヂ
ヱ　

85　

小
牧
東

中　

川　

チ　

ヱ　

90　

迫　

南

田　

川　

慶　

二　

74　

岩
本
東

堀　

園　

益　

夫　

97　

堀
切
園

井　

上　

美
智
子　

81　

浜　

東

吉　

﨑　

政　

春　

78　

二
月
田

山
川
地
域

福　

村　

フ
ヂ
ヱ　

79　
　

鰻　

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

追
悼
お
く
や
み

元気にスクスク育って
ね。

世利　政
まさゆき

幸ちゃん

【迫北】【愛知県西尾市】

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
「
Ⅰ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　荒武　真司

Doctor

嘔吐下痢症の対応について

す
ま
す
車
が
増
え
て
、
い
っ
そ
う
進

ま
な
く
な
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

嘔
吐
が
続
く
場
合
は
、
２
時
間
ほ

ど
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
て
胃
腸
を

休
ま
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
休
ん

で
い
る
間
に
、
吐
き
気
が
治
ま
っ
て

く
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
な
る
べ
く
少

な
い
量
か
ら
水
分
を
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

　

子
ど
も
は
喉
が
渇
い
て
た
く
さ
ん

飲
み
た
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

た
く
さ
ん
飲
む
と
や
は
り
吐
き
や
す

い
も
の
で
す
。
ス
プ
ー
ン
一
杯
か
ら

始
め
て
、
し
ば
ら
く
吐
か
な
け
れ
ば

最
初
よ
り
少
し
増
や
す
と
い
う
こ
と

を
繰
り
返
す
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

飲
む
も
の
は
Ｏ
Ｓ

－

１
な
ど
の
経
口

補
水
飲
料
が
、
吸
収
は
い
い
で
す
。

　

た
だ
し
、
飲
み
た
が
ら
な
い
よ
う

で
あ
れ
ば
水
で
も
お
茶
で
も
リ
ン
ゴ

ジ
ュ
ー
ス
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
す
ま

し
汁
な
ど
で
も
塩
分
が
入
っ
て
い
る

の
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
製
品
や
柑か

ん
き
つ橘
系
の
も
の

は
消
化
が
あ
ま
り
良
く
な
い
の
で
避

け
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

胃
腸
を
休
ま
せ
る
こ
と
自
体
が
治

療
に
な
り
ま
す
の
で
、
食
事
に
関
し

て
は
急
い
で
あ
げ
る
必
要
は
あ
り
ま

　

今
回
は
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
、
い

わ
ゆ
る
嘔お

う
と吐
下げ

　
り
し
ょ
う

痢
症
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
嘔
吐
下
痢

症
は
、
嘔
吐
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多

く
、
半
日
か
ら
１
日
ほ
ど
し
て
下
痢

に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

子
ど
も
が
嘔
吐
す
る
と
、「
何
か
飲

ま
せ
な
い
と
脱
水
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
」
と
思
わ
れ
る
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
吐
き
気
の
強
い
時
は

水
を
飲
ま
せ
て
も
吐
き
ま
す
し
、
飲

ん
だ
水
の
他
に
胃
液
も
吐
き
ま
す
の

で
、
余
計
に
脱
水
症
状
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
腸
炎
の
時
の
腸
は
動

き
が
悪
く
、
水
分
が
入
っ
て
き
て
も

先
に
進
ま
ず
、
吸
収
も
う
ま
く
い
か

な
い
状
態
で
す
。
渋
滞
の
道
路
に
ま

せ
ん
。「
ご
飯
を
あ
げ
な
い
と
元
気
が

出
な
い
の
で
は
」
と
心
配
さ
れ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
消
化
機
能
が
弱
っ

て
い
ま
す
の
で
食
べ
て
も
栄
養
に
な

り
に
く
い
で
す
。
水
分
を
た
く
さ
ん

取
っ
て
も
大
丈
夫
に
な
れ
ば
、
回
復

期
に
食
欲
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
う

ち
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
を
落

ち
着
い
て
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
対
応
で
自
然
に
良
く

な
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
水
分
を

取
ら
ず
に
胃
腸
を
休
ま
せ
て
も
嘔
吐

が
続
く
と
き
は
、
吐
き
気
止
め
の
坐

薬
を
使
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
飲
ま
な

い
よ
う
に
し
て
、
そ
の
後
、
少
し
ず

つ
飲
ま
せ
て
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
嘔
吐
は
、
ウ
イ
ル
ス
性

胃
腸
炎
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
子
を

見
て
い
た
ら
自
然
に
治
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
慌
て
ず
に
、
お
腹
を

休
め
な
が
ら
様
子
を
見
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

た
だ
し
、
激
し
い
頭
痛
を
伴
う
嘔

吐
や
、
普
段
よ
り
お
腹
が
張
っ
て
い

る
と
き
、
血
便
を
伴
う
嘔
吐
な
ど
は
、

脳
に
原
因
が
あ
る
か
腸
重
積
の
可
能

性
も
あ
る
の
で
、
早
め
に
病
院
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
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